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Zoom in

Ｔown News
○第32回ひがしかわ氷まつり○平成18年成人式
○消防出初式○写真のまち情報館

○国営農業用水再編対策事業「忠別地区」が完了します

○特集　地域はどこへ－参加と協働のまちづくり－
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特　集

子育てチャンネル
○「昔のあそびを思い出して」～古い時代のあそびの復活を願いながら～
　いきいきわくわく塾講師　三原真琴19

特　集
○平成16年度大雪地区広域連合決算の概要

Culture  Lounge
○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内
○ファイターズ情報○道草館だより　ほか

○「小道・近道・回り道」
　（元）郷土史編集専門員　尾池隆男

23
ふるさと探訪　気づ季・月づ期・思いつ記

24

シリーズ"大雪山の素顔"
○「子どもたちにとっての大雪山の自然」　
　大雪山自然学校　鳥羽　晃一22

○「第22回　多読・精読」
　英語学習指導員　宮地晶子

生涯学習情報 network
○生涯学習ふれあい事業「いきいきわくわく塾」特別講座石
　川県雪の科学館との交流講座開催される
○平成17年度東川町文化奨励賞・スポーツ奨励賞受賞者の報告
○大雪山自然観察講座の受講者を募集します
○第20回町長杯争奪ミニバレー大会を開催します
○大会結果のお知らせ○文化ギャラリー展示のご案内

10

Yakki ty  Yachiyo
○「義理チョコ！」
　英語指導助手（ＡＥＴ）キンバリー・マルヤマ・ヤチヨ12

エイゴノマナビカタ

12

○年金情報○小集落内道路除雪支援交付金事業のお知らせ
○公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します
○しらかば清掃センターへ直接持込みするごみの処理料金がかわります
○休日の納付（納税）相談窓口を開設します
○臨時職員（保育者）の募集について
○元英語指導助手ブレンダさんからお手紙をいただきました
○もっくるニュース○社協通信
○法務局において筆界特定制度が施行されました
○みんなの声Ｑ＆Ａほか

暮らしの情報BOX

13

保健だより（Healthy  Column)
○「認知症を正しく知ろう」～予防と早期発見・対応のために～
○子育て支援センター親子リズム運動のお知らせ
○栄養教室（基礎編）のお知らせ
○がん検診個別受信のお知らせ○保健カレンダーほか

20

東川百慶入選作品より
「おめでとう金婚式」

稲場　正俊

町内事業者のみなさまへ

平成18年度版 くらしくらしのべんり帳べんり帳のくらしくらしのべんり帳べんり帳のくらしのべんり帳の
広告広告を募集します募集します広告広告を募集します募集します広告を募集します

　町では刻々と変わる行政制度やまちの情報を転入
者や住民の皆様にお伝えするため、「くらしのべんり帳」
新年度版の製作をすすめています。本書では製作にあ
たり紙面の一部を広告スペースとして開放しています。
町内全戸および転入者の方へ配られる本書でみなさ
んのお店を紹介してみませんか？
●広告料金（Ａ4版）
　カラー２分の１ページ 15,000円
　2色　2分の1ページ 10,000円
　2色　4分の1ページ 5,000円
●申込み締切り　平成18年3月1日まで
●申込み・お問い合わせ
　地域自治推進室広報広聴係（182－2111）
　なお、行政誌のため内容によっては掲載をお断りする場合もあります
ので予めご了承願います。

デザインは
希望にそった

形で

転入者にお店のお知らせ

ひがしかわ FEBRUARY│2 2



□問い合わせ  □旭川開発建設部  旭川農業事務所  □第2工事課長  近藤克弘  □TEL.32-1111

東和土地改良区は北海道有数の穀倉地帯である上川中央部に位置し約9,700haの農地から年産
38,000t余りの良食味米を生産するために、約735kmの用水路と大小40余りの頭首工を、管理組合
と共に維持管理する目的で、農民が自ら創り上げた組織であります。

　忠別地区は、忠別川左右岸の旭川市、東神楽町、東川町にまたがる7 , 5 2 1 h aの水田と畑を対象として、農業用水の安定供給、
近年の営農に対応した用水の確保及び農地の過湿状態の解消を図ること等を目的として、農業用の用・排水施設の整備を昭和
59年度から実施してきましたが、本年度(平成17年度)で完了を迎えることとなりました。
　主な事業内容としては、頭首工の新設1箇所、用水路の新設又は改修145 k m、排水路の改修15 k mなどです。
　今後は、本地域の農業が関係者の熱意と創意工夫により更に成長を遂げられ、安全・安心な食糧供給により消費者の信頼を勝
ち取り、大きく飛躍されますよう期待します。

01.忠別地区完了

（土地改良区）

生活用水機能　　　　　　　　　　用水路は農作物や農機具の洗い場、庭先の用水
　　　　　　　　　　など、私たちの生活に幅広く利用されてきまし
たが、用水路がもつこれらの機能を「生活用水機能」といい、国営事
業により用水路に階段や洗い場などをつくり、機能の向上を図ります。

景観保全機能　　　　　　　　　　用水路の水の流れで、やすらぎの空間や地域の
　　　　　　　　　　田園風景を創りだしている機能を「景観保全機
能」といい、水路の敷地を利用して花を植えたり、補助事業により水
と親しむ場所や遊歩道をつくりながら整備を行い、水と緑による景観
を創造します。

防火用水機能　　　　　　　　　　用水路の周りで火災が発生したとき、農業用水
　　　　　　　　　　は防火用水としても利用されてきましたが、こ
の機能を「防火用水機能」といい、国営事業では消防ポンプ車が素早
く消火活動が行えるように用水路の形を工夫しています。また、冬場
の消火に必要な水を確保するための防火水槽は補助事業で設置するこ
ができ、地域の安全に寄与します。

地域用水機能とは

農業用水再編対策事業農業用水再編対策事業
「忠別地区「忠別地区」が完了します。が完了します。

国営農業用水再編対策事業
「忠別地区」が完了します。

　忠別地区で施工した構造物は、環境への配慮に努めました。
　特に、忠別川に完成した忠別川第3頭首工では、左右岸ともタイプの異なる魚道を2列設置し、サケ・マ
スなどの大型魚のほかにウグイ・カジカ・ドジョウなどさまざまな種類の魚の遡上を可能としています。
今年8月の魚類調査では、ハナカジカ・フクドジョウ・スナヤツメ・サクラマスが魚道内で確認されています。

03.環境に配慮した構造物

ひとくち
メモ

旭 川 市

東 川 町

東神楽町

忠別ダム

忠別川第忠別川第3頭首工頭首工忠別川第3頭首工

02.地域用水機能の増進について
　例えば、景観水路として、ハーブを用水路敷地に植栽していますが、ハーブ
は水稲の害虫であるカメムシのすみかとなる雑草を
抑制する効果があるとされており、農村景観の向上に
加え斑点米被害の抑制対策としての効果も期待され
ています。
　今後も、植栽したハーブを地域の財産として大切に
維持管理し、町内会等地域単位によるハーブ植栽の広
がりを期待します。

　本地区の農業用水は、防火用水や生活用水と
して地域の生活に密着
した利用がなされてい
ることから、本事業では
用水路の改修にあわせ
て農業用水が有する地
域用水機能の維持増進
を図ることができます。
　

忠別川
　第3頭首工

ズームイン

00M
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まちの話題が
満
載
！

まちの出来事

第32回東川氷まつり

平成18年成人式

　
第
32
回
東
川
氷
ま
つ
り
が
１
月
21
、22
日
の
２

日
間
、羽
衣
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、

町
内
外
よ
り
約
８，
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
の
氷
像
を

は
じ
め
、個
人
や
グ
ル
ー
プ
制
作
の
小
氷
像
12
基
、

職
場
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
作
っ
た
雪
像
14
基
が
立

ち
並
び
、訪
れ
た
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ベン
ト
で
は
、も
ち
つ
き
、ゲ
ー
ムコ
ー
ナ
ー
、花

火
な
ど
に
加
え
、旭
川
凌
雲
高
校
吹
奏
楽
部
、東

川
中
学
校
の
演
奏
会
な
ど
が
行
わ
れ
、氷
ま
つ
り

に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
雪
中
綱
引
大
会

で
は
、職
場
団
体
や
町
内
会
・
学
生
・
子
供
会
な
ど

12
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、会
場
中
央
に
特
設
さ

れ
た
氷
の
レ
ー
ン
に
苦
戦
し
な
が
ら
優
勝
目
指
し

て
力
いっぱ
い
綱
を
引
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

●
雪
中
綱
引
大
会
結
果

優
　
　
勝
　
ほ
く
で
ん

●
氷
彫
刻
旭
川
支
部
コ
ン
ク
ー
ル

優
　
　
勝
　「
追
撃
」　
岩
田
英
樹（
東
川
氷
土
会
）

●
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
　「
チ
ョッパ
ー
と
カ
ル
ー
」（
北
海
道
理

工
福
祉
専
門
学
校
環
境
土
木
学
科)

　
平
成
18
年
の
成
人
式
が
１
月
８
日
改
善
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
町
内
で
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は
95

名（
男
性
55
名
、女
性
40
名
）で
、当
日
は
そ
の
う
ち

46
名
の
新
成
人
が
出
席
し
、来
賓
、父
母
ら
と
新

成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
例
年
式
典
で
は
、参
加
し
た
新
成
人一人
ひ
と
り

が
壇
上
に
立
ち
近
況
な
ど
を
報
告
す
る
企
画
が
、

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、出
席
し
た
成
人
者
た
ち
は
少

し
緊
張
し
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
道
に
進
ん
で
い
る

こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
し
っか
り
と
し
た
口
調

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ

ん
の
協
力
に
よ
る
新
成
人
の
集
い
が
行
わ
れ
、久
し

ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち
と
の
話
し
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

新成人から答辞

成人おめでとう。いっしょに未来を築きましょう。

堂 と々…恐縮。

最優秀作品「チョッパーとカルー」

多くの皆様に楽しんでいただきました
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消防出初式

　
新
春
恒
例
の
東
川
消
防
団
出
初
式
が
１
月
５
日
、

快
晴
の
な
か
消
防
署
前
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
76
名
の
消
防
団
員
が
堀
部
団
長
の
号

令
に
よ
り
整
列
し
、草
開
支
署
長
の
開
会
宣
言
の
後
、

国
旗
掲
揚
、団
旗
・
町
長
に
敬
礼
、人
員
報
告
が

行
わ
れ
、続
い
て
松
岡
町
長
・
森
谷
旭
川
東
警
察

署
副
署
長
・
石
上
議
長
他
消
防
関
係
者
の
観
閲

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、来
賓
並
び
に
町
民
が
見
守
る
な
か
市

街
地
を
整
然
と
分
列
行
進
し
、表
彰
式
会
場
と

な
る
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　
な
お
、紙
面
の
都
合
に
よ
り
表
彰
受
賞
者
は
く

ら
し
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市街地を行進

堀部団長（改善センターにて）

写真甲子園２００５参加選手の声
■岩手県立盛岡北高等学校／吉田悠子さんより

　3日間の日程で行われた写真甲子園2005。カメ
ラ技術も知識も全くといっていいほどなくて、初日
は少し、来たことを後悔したりしました。「うわあ、
みんなすごそう…」と気持ち負けしていました。
　ですが、二日目、撮影が始まるとそんなことを考
える余裕は全くありませんでした。生まれてはじめ
ての雨の中での撮影。それも、自分が知らない土
地で、人が誰もいない中での撮影。正直言うと、出
だしとしては最悪でした。何を撮ったらいいのか何
も分からないのに制限時間がどんどん近づく。第
1ステージの序盤は、本当に焦っていました。
　しかし、第1ステージも終わりに近づくと、「もう
しょうがないか」と変に開き直っていました。それ
から後は結構楽しかったです。
　撮影で一番楽しかったのは、第５ステージでした。
写真甲子園のスタンスにもやっと慣れて、街中で撮
影できて、晴れていて！
　撮影の中で、あるお宅におじゃましたのですが、
たくさんのいい顔を撮ることができて、とてもおも
しろい話を聞くことが出来て、お家に上げてもらって、
たくさんおしゃべりすることができました。人見知
りのわたしは、今まで知らない方を撮らせていただ

くときも、あまり会話は弾まなかったのですが、この
写真甲子園に参加することで、それを克服すること
ができました。
　準優勝という成績を残すことができたのは本当
に嬉しかったです。今まで賞に入ったことがなかっ
たので、初めての賞が写真甲子園準優勝というこ
とに、自信と自覚を持っていきたいと思います。
　他にも、ここで学んだことはたくさんあります。
写真を撮る上で技術的に注意しなければいけない
ことはもちろん、精神的にも少しは鍛えられたと思
います。
　撮影以外の時間もとても楽しかったです。こん
な機会でもないと話せないような地域の子と話す
ことが出来て、とても新鮮でした。最後の夜にやっ
た花火はとても印象に残っています。
　今回、写真甲子園に参加する上で、たくさんの人
に支えてもらいました。予選のときにモデルになっ
てくれた友達、本戦の前に励ましてくれた仲間、北
海道でわたしを引っ張ってくれた先輩方、コーチに
顧問、ＯＢ・ＯＧやスタッフの皆さん、本当にありがと
うございました。北海道で体験したことを活かして、
これからも写真を撮り続けたいと思います。

「写真の町」情報館
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地域は地域はどこへ地域は地域はどこへ地域はどこへ
－参加と協働のまちづくり－

＝町内会は、今のままで良いのか＝

　これからのまちづくりは、特に参加（意見を述べる。提案する。）や協働（協力、協調して活動する。）
が重要になってきます。昨年、23名の委員による地域コミュニティ推進検討委員会が設置され、町内
会（行政区）や中地域（公民館分館区域）の組織や団体、活動のあり方について検討しました。

　町内会については、呼称（行政区と町内会は違うのか）、会費や協賛金、未加入者の問題、行政区の再編成な
ど多くの意見が出されました。
　町内会は、そこに住む人たちが生活に密着するゴミや環境などについて自らのことと自覚して主体的に取り組
むと共に、様々な行事を通じて隣人同士の絆を強め、互いに助け合うための活動をする重要な役割を担っています。
併せて、役場からの情報（行政情報）を伝達する役割も果たしています。町内会の様々な問題は、そこに住む人
たちが情報を共有して、互譲の精神を持ちながら、より良い方向を探り解決していくことが大切になります。「誰
かがやるだろう。自分には関係ない。」では、何も解決しません。みんなで話し合い、みんなで協力し、みんな
で良くしていくことが豊かな地域や生活に通じるのではないでしょうか。

＝公民館分館や地区振興会の役割は＝

　主に小学校の区域を基本とする中地域では、スポーツやレクレーションなどの公民館活動が展開されています。
その活動の核になっているのが各地域の公民館分館です。一方、各地域には地区振興会があり、地域発展の重要
な役割を担っています。
　この二つの組織や団体が今まで地域のために多くの実績を残し、地域の発展のために尽くしてきたことは大い
に評価されます。しかし、社会は大きく変化し、21世紀は地方分権の時代となり、住民自治を基本として地域づ
くりやまちづくりを推進しようとした場合、これ等の組織を統合して総合的な組織に衣替えし、地域の一体性を
強化する必要があります。今後、参加と協働の地域コミュニティを推進するために、地域組織の再編成に向けて
組織や団体と連携して取り組まなければなりません。

　住民自治の基本は、参加や協働で、「住んでよかった。
住み続けたい。」そんな町にするのは誰なのでしょう。
小さな芽（自立への望み）を大きく育てて（自主・自律）
みませんか。そんな思いや地域づくりに関心のある人を
募集しています。白紙から勉強してみませんか。　　

　（地域自治推進室　182－2111（２６１））

《行政区（町内会）》
　●行政区の呼び名を町内会へ統一を。
　●町内会未加入者には、役員などが積極的に加入を呼びかける。
　●役員は、選出方法を考えて協力体制が組めるように工夫する。（年齢を理由に拒否しない。）
　●行事や活動への参加が少なくなる傾向にあるが、内容をよく検討して参加し易い方法を考える。
　●会費や協賛金、寄付金については、目的や使途をよく説明して理解を得る。
　●新しい住民との融和を図るためにはコミュニケーションが大切なので、回覧ではなく訪問して面接で対応し
　　ている町内会がある。
　●行政区の再編成に取り組む。

《中地域》
　●地域の連帯感や共同の意識が薄れてきている。個人主義が強すぎる。
　●防災の連絡体制が充分でない。
　●高齢化社会の福祉ネットワークやサポート体制が充分でない。
　●行政にお任せから地域の主体性が発揮できる体制や地域の公職者、団体などが連携して一体的な地域運営、
　　地域づくりができるように地域コミュニティを考えていかなければならない（「これからの中地域の組織」）

（検討委員会の報告より）

募
集

待ち人来たれ
共に学び、共に実践

地域はどこへ地域はどこへ地域の一体的・総合的な組織（モデル）
【これからの中地域の組織】

【まちづくり、地域づくりの樹】

（仮称－◎◎地域自治振興会）

役
　
場

総　　会

事務局 役　員　会

地
域
づ
く
り
部

協働
町
内
会

地
域
の
企
業
な
ど

各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

●地区振興会→地域づくり部
●公民館分館→地域交流部
●地域生活福祉部を新設
　　　　　　　　　　　
○事務局の強化を図る。
○地域経営の発想で自主性を高める。
○行政や住民との参加や協働を推進する。

地
域
交
流
部
　

地
域
生
活
福
祉
部

地域経営委員会 協働

協働 協働

第1地域
　●地域づくり
　●連帯

第2地域
　●地域づくり
　●連帯

第3地域
　●地域づくり
　●連帯

中央地域
　●地域づくり
　●連帯

西部地域
　●地域づくり
　●連帯

ま
ち
づ
く
り（
計
画
・
実
施
）

　「カツラ」は、開拓当時から町内に自生していますが、今では少なくなりその大樹
は大雪遊水公園で見られます。根がしっかりしていて、樹齢も長く、そびえ立つその
姿は、力強く躍進する町にふさわしいことから町木になりました。漢字は、木へんに
「圭」で、圭は整っているとの意味があり、美しく穏やかな木ともいわれています。

町木
カツラ
（桂）
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平
成
16
年
度

大
雪
地
区
広
域
連
合
決
算
の
概
要

大
雪
地
区
広
域
連
合
は
、保
険
者
と
し
て
平
成
16
年
4
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
が
、平
成
17
年
12
月
に
行
わ
れ
た
大
雪
地
区
広
域
連
合
議
会
第
3
回
定
例
会
で
、

平
成
16
年
度
の一般
会
計
と
3
特
別
会
計
の
決
算
が
可
決・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。平
成

16
年
度
の
決
算
の
概
要
に
つい
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お問い合わせは
大雪地区広域連合事務局
1８２－２１１１内線561・560まで

3,142,392

3,330,493

3,277,433

3,142,392

3,094,377

98.5％

183,056

3,774,673

3,914,049

3,914,049

3,774,673

3,709,590

98.3％

204,459

10,345,157

単位：千円

※
金
額
は
３
町
の
合
計
で
す
。

10,687,973

10,629,138

10,345,157

10,191,678

98.5％

437,460

国民健康保
険特別会計

老人保健
特別会計 合　計

   連合歳入歳出決算額

区　分
国民健康保険料

区　分 一世帯当り 一般一人当り 老人一人当り 退職者一人当り
981,536千円 242,115円 878,874円 400,323円

調定額
1,032,075千円

収入済額
979,015千円

不納欠損額
337千円

収入未済額 収納率
52,723千円 94.86％

国民健康保険特別会計
　国民健康保険の保険料については、広域連合設立後初めての料率決定を行う年度
であり、決定にあたっては、被保険者の負担軽減と安定化、平準化を図り、最少の被保険
者負担で医療給付が受けられるように住民福祉の向上と公平負担の確保という制度の
基本に立ち検討を行いました。
　さらに、3町の過去の税率にも配慮しながら、健全経営ができるよう関係町との協議を
重ね、国民健康保険運営協議会に諮問の上、広域連合としては全国で初めて保険料
を統一しました。
　また、大雪地区広域連合は、厚生労働省より広域化推進モデル地区の指定を受けま
した。
　平成16年度の国保医療費（療養給付費、費用額ベース）は、「一般・退職」24億626
万7千円となり、老人保健制度の「国保老健」費用額31億506万1千円も含めると、「合計」
55億1,132万7千円となります。
　平成16年度の決算において、国保料徴収率は94.86％となり、当初の見込みを上回っ
たこと、医療費が全体で予算額を下回ったことと、また、財政調整交付金の増加により、1
億8,305万6千円の余剰金が生じました。
　平成16年度末現在の財政調整基金積立保有額は1,100万円となり、今後の国保財
政安定化に向けた財源として活用していきます。

●国民健康保険料収納の状況

●被保険者医療費の動向

区　分 医　療　費
3,886,548千円

受　給　者
4,268人

一人当り医療費
910,625円

老人保健特別会計
　平成16年度末における65才以上の老人人口は、7,124人で、総
人口（３町）に占める割合は25.0％となりました。そのうち老人保健
受給者は、4,268人で59.9％となります。
　老人保健受給者数と医療費は、年齢が引き上げられたことにより、
平成18年10月までの75歳年齢到達までの間は本来減少傾向をた
どるところですが、本年度の医療給付費（費用額ベース）は、38億
8,654万8千円となり増加傾向にあります。

●老人保健被保険者医療費の動向

■
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平成18年4月の保険証一斉更新
から、滞納がある世帯には
「短期被保険者証」が交付される
場合があります。
　現在お使いの国保被保険者証は、有効期
限が今年３月３１日までとなっており、４月に一
斉更新の時期を迎えます。
　この一斉更新の際、国民健康保険料を滞
納している世帯で、納付相談を受けていない
場合や特別な事情もなく滞納している場合には、
通常の被保険者証より有効期限の短い「短
期被保険者証」が発行される場合があります。
　短期被保険者証の発行対象となる世帯は、
原則として１年以上に渡り滞納状態を継続し
ている世帯となりますが、この短期被保険者
証は有効期間が短いこと以外は通常の被保
険者証と全く同一のものであるため、「資格
証明書」のように医療機関の窓口で全額自
己負担するようなことはありません。
　しかし、有効期間が短期間となりますので、
被保険者証の更新の都度、納付相談を受け
ていただく必要があります。
　また、納付相談を受けたとしても、それ以後
計画的な納付が履行されなかったり、納付に
ついて相談にも応じない等の場合には、公平
公正な基準に基づく処分が実施される場合
もあります。

　保険料を滞納し続けていると、納付相談に
より立てられる支払い計画でも、一回の支払
金額が多額となり計画的な納付が困難にな
ることも予想されますので、自主納付や早期
に納付相談を受けられるようお願いします。
お問い合わせ
大雪地区広域連合国保老健係（182-2111
内線562・563）

区　分

区　分
介護保険料

区　分 給付費総額 受給者数 1人当り月額給付額
居宅介護等サービス給付費 636,803千円

1,206,695千円
1,843,498千円

669人
363人
1,032人

79,323円
277,019円
148,861円

施設介護サービス給付費
合　計

調定額
329,482千円

収入額
323,707千円

収入未済額
5,775千円

収納率
98.25％

歳
 
入

歳
 
出

実質収支額

予算現額

調定額

収入済額

予算現額

支出済額

予算執行率

1,435,446

1,435,290

1,435,290

1,435,446 

1,433,619

99.9％

1,671

1,992,646

2,008,141

2,002,366

1,992,646

1,954,092

98.1％

48,274

■一般会計 介護保険
特別会計

平成16年度　大雪地区広域  

一般会計

平成16年度大雪地区広域連合決算の概要

介護保険特別会計

　平成16年度は大雪地区広域連合の保険者としての業務開始
初年度であり、10名の派遣職員で業務を開始することとなり、関係町・
関係機関と協議を行いながら事務処理を進め、住民サービスの低
下を招くことなく効率的な事務処理体制の構築に努めました。

　介護保険の保険料については、標準的な第3段階の年額保険料を
48,400円（月額4,033円）と統一保険料に設定し、関係町から債権債務を引
き継ぎ業務を行いました。
　平成16年３月に策定した介護保険事業計画（平成16～19年度）に計上
された要介護高齢者数の現況と将来推計、また、介護保険給付対象サー
ビスの利用意向を踏まえながら、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けられるよう関係町と連携をとり介護保険事業の円滑な運営と給付の
実施を進めました。
●保険料徴収の状況（過年度分滞納保険料を含む）

●介護給付費の状況

■ ■

納付相談窓口
納付相談を受けられる場合は、事前に東
川町税務住民課総合収納対策室
（182-2111内線121・129）にご連絡の上、
来庁されますようお願いします。

大雪地区広域連合からのお知らせ



生涯学習

文化ギャラリー展示のご案内

文化ギャラリー
TEL.82-4700

海洋センター
TEL.82-4600

第20回町長杯争奪ミニバレー大
会を開催します

東川大雪野球少年団が全道大
会出場

内　容　大雪山国立公園　春の息
吹と動植物の自然観察　
講　師　大雪山ネイチャーガイド　
塩谷秀和氏
参加料　500円
日　程　午前８時30分集合（東川町
改善センター発…バス…午前９時：天
人峡・くるみの沢…バス…午後１時30分：
東川町改善センター着）、午後2時：解
散
申込み　２月13日（月）から受付開始
　電話またはFAXかハガキで、住所・
氏名・年齢・電話番号を明示のうえお
申し込みください。受付開始日より先
着順で受付し、募集定員は35名とし
ます。参加料（1回500円）は、当日の
受付に納入してください。
◇野外観察会留意事項
・当日の天候が小雨でも、実施します。
ただし、途中で天候が急変した場合は、
計画を変更することがあります。
・中学生以下の参加については、必
ず保護者同伴とします。
・山道を歩きますので、はきなれた靴（登
山靴、長靴等）を使用してください。
・持ち物は、昼食・雨具・防寒具・着替え・
軍手・非常食・常備薬・タオル・健康保
険証等です。双眼鏡があると観察に
便利です。
・観察会は歩くスキーかカンジキ(スノ
ーシュー）が必要です。お持ちでない
方は、申込み時に申し出てください。
・野外観察会での入浴などの経費は、
自己負担とします。
・参加者は、各個人の責任において、
健康管理及び安全対策等に十分心
掛けてください。
・申込み後、都合で参加できなくなった
時は、速やかにご連絡願います。
申込先　自然観察講座事務局（東
川町農村環境改善センター内）182
－３２００／FAX82－３７７３

　１月の大会が延期となり、次の日程
で行うこととなりました。
会場が西部地区コミュニティーセンタ
ーに変更となりましたのでご注意願い
ます。
期　　日　３月19日（日）
会　　場　西部地区コミュニティセン
ター
受　　付　午前９時
開 会 式　午前9時30分
競技開始　午前９時50分
参加資格　ミニバレー協会会員並び
に町内に在住または勤務している者
競技種目およびチーム編成
●混成の部（出場選手の合計年齢）
①139歳以下の部、②200歳未満の
部③200歳以上の部
●女子の部
①年齢制限なし
・年齢は平成18年３月19日現在とする。
・選手登録は６名以内とし、出場選手
の中には女性が常時２名以上いなけ
ればならない。（ただし女性は男性に
かわることができる。）
参加料　１チーム3,000円（傷害保険
料を含む）
参加申込　参加チームは選手名簿
を３月10日（金）までに東川町海洋セ
ンターにお申し込みください。（期限を
過ぎてからの申込みは受付しません
のでご了承ください。）
※参加料は当日、受付にて徴収いた
します。
お問い合わせ　東川町海洋センター
（182－４６００）

　練習の出来ない冬期間の体力づく
りのためドッジボールに取り組む東川
大雪野球少年団が、1月14日に旭川
市で行われた第15回全国小学生ドッ
ジボール選手権北海道大会で予選を
突破し全道大会出場（2回目）を決め
ました。
　全道大会は3月4日に恵庭市総合
体育館で行われます。

●１月21日（土）～２月16日（木）
◇ひがしかわ大写真展
●１月24日（火）～２月16日（木）
◇０４’富士フォトコンテスト入賞作品
展
●２月７日（火）～２月20日（月）
◇高齢者学級作品展
●２月18日（土）～２月27日（月）
◇写真甲子園OB・OG写真展
※広報1月号の東川フォトクラブ写真
展紹介で掲載した写真の撮影者名
に誤りがありましたので、訂正させて
いただくと共にお詫び申し上げます。
誤：香川慧氏⇒正：稲場彰氏

’04富士フォトコンテストより
撮影　清水　忠明氏

大会結果のお知らせ
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情 報 ネ ッ ト ワ ー ク情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

町教委では、この「情報ネットワーク」を
通して、町民の方々が生涯学習を進め
ていくための学習、研修、健康づくりに
関する情報を提供しています。
また、町民の皆さまの希望や意見を
伝えるページとしても活用したいと
考えています。こんなサークルを作り
たい、また参加してみたい、こんな学
習資料、指導者の情報を提供してほ
しい、こんな事業を計画してほしいなど、
広く取り上げていきたいと思いますので、
どしどしご意見・ご希望をお寄せくださ
い。
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。

2月の教育相談
相談日　１5日（水）
時　間　午前１０時～午後４時
相談要領　電話相談（来室可）
専用電話　1８２－４２２５

「みんなでつくろうあったか」標語
（平成17年度入選作品）

優 秀 賞

（幼児センター　　千葉　菜々子）
ごめんねが　いえたらまえより　なかよしです！

社会教育
TEL.82-2111

生涯学習ふれあい事業「いきいき・
わくわく塾」特別講座
石川県雪の科学館との交流講
座開催される

平成17年度東川町文化奨励賞・
スポーツ奨励賞授賞者の報告

大雪山自然観察講座の受講者
を募集します

　石川県加賀市の「中谷宇吉郎　
雪の科学館(神田健三館長)」のツア
ー一行(22名)による雪の観察会に本
年度も誘いを受け、いきいき・わくわく
塾の特別講座が、12月25日、旭岳温
泉（白樺荘）で開催され、親子連れ14
名が参加しました。

　雪の結晶観察会では、降ってくる
雪を黒い紙に受けて、ルーペを使い
ながら色 な々形の結晶を見つけては、
見慣れた雪の意外な美しさに驚いて
いました。
　また、その結晶をガラス板に移し、
顕微鏡画像をテレビモニターで拡大
して見せていただき、とても感動して
いました。
　その後、室内に戻り氷のペンダント
作りも体験しました。

　午後からは、雪上ゲーム、宝探し、
スノーシュー体験や竹スキーで楽しみ、
ビジターセンターで餅つきも体験でき、「雪
尽くし」の貴重な一日を楽しみました。

　東川町の文化・スポーツの振興お
よび発展に貢献された方に贈られる、
東川町文化奨励賞、スポーツ奨励賞
に本年度は一団体・二個人が選ばれ、
昨年12月22日町教育委員会におい
て授賞式が行われました。

　今年度の文化奨励賞は、独特の
手法で風景・人物・お祭りなどを白と
黒のみで表現し、サークル展やカレン
ダー作成活動を行っている「東川切り
絵サークル（代表：小坂恭子氏）」が
受賞しました。
　また、スポーツ奨励賞には、東川柔
道スポーツ少年団で平成2年より指導
者として多くの選手を育成し、町のス
ポーツ振興と普及に貢献された佐藤
克広氏と、旭川竜谷高等学校陸上
部（競歩）に所属し、各種大会等にお
いて北海道新記録を樹立するなど、
輝かしい成績をおさめ青少年の先導
的役割を果たした神田江利子氏の
二名がそれぞれ受賞されました。

　大雪山の雄大な自然の中で、動物
や植物の自然の様子や地質地形の
仕組みを学び、自然と人間とのかかわ
り合いについて理解を深めましょう。
実施日　３月５日（日）

雪
の
結
晶
の
観
察

左より、東川切り絵サークル・
佐藤克広氏・神田江利子氏

氷
の
ペン
ダ
ン
ト

う
ま
く
で
き
る
か
な

11 ひがしかわ FEBRUARY│2
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レ
で
す
。
こ
れ
ば
っ
か
り
で
は
辛

す
ぎ
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
よ
う
に
楽
で
だ
ん
だ

ん
体
力
が
つ
く
、
そ
ん
な
読
み
方

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
多
読
と
言

い
ま
す
。
こ
れ
だ
と
最
終
的
に
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ど
こ
ろ
か
マ
ラ
ソ

ン
に
匹
敵
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
体

力
が
つ
き
ま
す
。
で
は
、
そ
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
多
読
の
こ
と
を
ど

う
し
て
学
校
で
教
え
て
く
れ
な
い

の
？
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
自
身
も
多
読
を
教
わ

っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際

英
文
科
を
卒
業
し
て
も
英
語
の
本

を
一
冊
も
読
み
き
っ
た
こ
と
が
な

い
、
と
言
う
人
が
多
い
の
が
日
本

の
現
状
で
す
。
こ
れ
を
な
ん
と
か

し
た
い
、
と
強
く
思
い
ま
す
。
英

語
の
本
に
挑
戦
し
一
念
発
起
し
た

け
ど
続
か
な
か
っ
た
そ
の
挫
折

感
、
私
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
私

も
経
験
者
で
す
。
で
も
正
し
い
方

法
で
や
れ
ば
、「
わ
か
る
」
と
い

う
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
味
わ
え
ま

す
。
英
語
で
読
め
る
楽
し
さ
を
知

っ
て
ほ
し
い
。
楽
し
い
だ
け
で
は

な
く
こ
れ
か
ら
は
英
語
で
読
む
必

要
性
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
き
ま

す
。
や
り
方
さ
え
わ
か
れ
ば
あ
と

は
な
ん
と
か
な
る
は
ず
で
す
。
ま

ず
は
一
緒
の
そ
の
入
り
口
を
の
ぞ

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
話
は

次
回
に
。

英
語
の
本
が
読
め
た
ら
い
い

な
、
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
英
語
が
読
め
た
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
欲
し
い
情
報

を
拾
う
こ
と
も
簡
単
で
す
。
小
説

な
ど
を
原
文
で
読
む
面
白
さ
、
こ

れ
は
一
生
も
の
。
コ
ツ
が
わ
か
れ

ば
加
速
度
的
に
読
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
英
語
で
読
む
、
と
い
う

と
教
科
書
を
文
法
解
析
し
て
辞
書

を
引
い
て
読
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
ね
。
辞
書
を
引
け
ば

引
く
ほ
ど
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な

る
。
そ
ん
な
授
業
の
せ
い
で
英
語

が
大
嫌
い
に
な
っ
た
、
と
い
う
人

に
よ
く
出
会
い
ま
す
。
こ
の
方
法

を
精
読
と
言
い
ま
す
。
精
読
用
の

文
章
は
効
率
よ
く
英
語
を
習
得
す

る
た
め
に
、
び
っ
し
り
と
難
し
い

単
語
や
文
法
事
項
が
詰
め
込
ん
で

あ
り
ま
す
。
英
語
習
得
に
は
必
要

と
は
い
え
、
こ
れ
は
い
わ
ば
筋
ト

昨年の広報を読んでくださった方は私がバレンタ
インデーを大切に思っていることをご存知でしょ
う。その祝い方がカナダと違うことには驚きました
が、その違いにも慣れた頃、今度は義理チョコとい
う名の記事に出くわしました。そこには義理チョコ
を買う日本の女性の心境が書いてありました。義理
チョコ？私はわが目を疑いました。この世に神聖な
ものなどないのか？バレンタインデーほど特別な日
がどうやったら義理などというものになってしまう
のか。バレンタインデーというのは愛する人に気持
ちを打ち明ける日であるはずで、よもや義理チョコ
を買うことなんかではない筈。
確かに西洋でもこの日が大々的に商業化されてい

ることは認めます。でも、それにしてもチョコをあ
げることが義務だなんて腹が立ちます。チョコをあ
げるのが楽しいという人がいるのも知っています。
でもね、世の女性の方々、もし愛してもいない人に
チョコを買わなきゃとやきもきするならばそれは義
理チョコですよ。バレンタインデーの精神に反して
います。せっかくこの外国の祭日を祝うのであれば、
もっとわくわくするもの、そして愛する人のことで
なくてはいけません！商業主義に負けるな、です。
それともう一つ。義理チョコをあげるなら、きちん
とホワイトデーにお返しを貰っていますか？都合良
く忘れる男性を知っていますよ。がっちりお返しを
貰いましょう！

With last year's article you are probably aware that I
am very fond of Valentines Day.  It surprised me that
it's not celebrated the way it is back home. Just when
I was getting used to the differences, I came across
an article titled Giri Choco.  It was about how
Japanese women felt towards having to buy
chocolate for men on Valentines Day.  I couldn't
believe what I was reading.  GIRI CHOCO!!  “Is
nothing sacred?!” I wondered to myself.  How did
a day so special as Valentines Day get turned into an
obligation??  We're supposed to be expressing our
feelings to loved ones, not buying Giri Choco.  I do
concede that Valentines Day is commercialized in a
big way in the West, but for some reason it just gets
to me that chocolate giving could be thought of as an
obligation!  Ok ladies.  I realize that some of you
may enjoy giving chocolates and that's fine with me.
However, if you're dreading having to buy
chocolates for men you are not in love with, this is
Giri Choco and does not match with the spirit of
Valentines Day!  If you're going to celebrate this
foreign holiday, try to make it exciting and about the
one you love!  Don't give into commercialization!
Oh, here's one last thing to ponder.  If you have to
give Giri Choco on Valentines Day, is the obligation
being returned fairly on White Day??  As I know of
some men who conveniently forget!  Make sure you
get your chocolate too!

英語学習指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

多読・精読
第22回



2月
日 月 火 水 木 金 土

3月
日 月 火 水 木 金 土

暮 ら し の
情 報 ボ ッ ク ス
■東川町役場
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東川支署
■道草館
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第2回キャンモアGSL大会
教育推進会議（改善センター13：30）
教育委員会議（改善センター13：30）
北工学園地域支援センター落成式
教育委員会議（改善センター13：30）
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北方領土の日

国後島

色丹島

択捉島

歯舞群島

2月7日

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

に
つ
い
て

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
お
よ

び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

公
的
年
金
等
は
、
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
と
み
な
さ
れ
、
所
得
税
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金

法
、
厚
生
年
金
保
険
法
及
び
共
済
組

合
各
法
に
お
い
て
、
障
害
も
し
く
は

死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
に
つ

い
て
は
課
税
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
老
齢
も
し
く
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
に
つ
い
て
の

み
課
税
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
社
会
保

険
庁
・
各
共
済
組
合
）
は
、
所
得
税

が
老
齢
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
年

金
等
を
受
け
て
い
る
方
々
全
員
に

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
作

成
し
、
そ
の
年
の
１
月
31
日
ま
で
に

交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

数
の
所
有
で
あ
る
こ
と
。

交
付
金
額
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
１
戸

当
り
１
０，
０
０
０
円
で
す
が
、
１

戸
当
り
の
平
均
道
路
延
長
が
50
ｍ
以

上
の
場
合
は
、
道
路
延
長
１
ｍ
当
り

200
円
で
算
出
し
た
金
額
に
な
り
ま

す
。
申
請
受
付
は
２
月
１
日
よ
り
都

市
建
設
課
に
お
い
て
行
い
ま
す
が
、

別
に
詳
細
事
項
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
管

理
係
（
1
82
│
２
１
１
１
内
線
232
）

（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
課
税
対
象

に
な
ら
な
い
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は

お
送
り
し
ま
せ
ん
）。

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
で
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

保
険
の
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の

方
々
に
平
成
17
年
分
の
源
泉
徴
収
票

を
作
成
し
、
平
成
18
年
１
月
末
日
ま

で
に
届
く
よ
う
、
平
成
18
年
１
月
12

日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
に
順
次
送
付

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
は
、

①
そ
の
年
の
一
年
間
に
支
払
わ
れ
た

年
金
の
総
額

②
社
会
保
険
料
の
金
額
（
介
護
保
険

料
額
）

③
源
泉
徴
収
税
額

④
控
除
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶

養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る

方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等
の
所
得

が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的
年
金
等
の

雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、
確

定
申
告
（
平
成
18
年
３
月
15
日
ま
で

に
役
場
ま
た
は
税
務
署
で
受
付
）
の

際
に
、
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
社
会
保
険
庁
で
は
、
万
一
源

泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
未

着
の
場
合
等
に
対
応
す
る
た
め
、「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
い
て
源
泉

徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
番
号

０
５
７
０
│
07
│
１
１

６
５
（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

ま
た
、
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
に

つ
い
て
は
、
旭
川
社
会
保
険
事
務
所

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
の
際
は
、
年
金
証
書
の
基

礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

旭
川
社
会
保
険
事

務
所
（
1
26
│
４
４
８
９
）
ま
た
は

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係
（
1

82
│
２
１
１
１
内
線
122
）

都
市
建
設
課
管
理
係

小
集
落
内
道
路
除
雪
支
援
交

付
金
事
業
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
私
道
で
あ
る
た
め
に
、

町
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
共
同
利
用
の
道
に
対
し
、
除
雪
費

用
の
負
担
軽
減
を
行
な
う
た
め
交
付

金
制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。
対
象
と

な
る
道
路
は
、
次
の
条
件
全
て
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
東
川
町
民
が
住
む
１
戸
建
住
宅
が

近
隣
に
２
戸
以
上
あ
る
こ
と
。
／
②

道
路
敷
地
は
土
地
登
記
に
よ
り
明
確

に
他
の
敷
地
と
区
分
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
／
③
道
路
敷
地
の
所
有
者
は
居

住
者
以
外
か
、
住
所
を
別
に
す
る
複

13
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税
務
住
民
課
住
宅
下
水
道
係

公
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す受
付
期
間

２
月
１
日
（
水
）
〜

17
日
（
金
）

受
付
場
所

税
務
住
民
課
住
宅
下

水
道
係
窓
口
（
役
場
庁
舎
１
階
４
番

窓
口
）

募
集
戸
数
10
戸

持
ち
物

印
鑑
・
平
成
16
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確
認

で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴

収
票
等
）

＊

●
一
般
公
営
住
宅

募
集
団
地
①

公
園
団
地
Ａ
１
棟
　

場
　
所

東
町
２
丁
目
14
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

３
Ｄ
Ｋ

（
50
・
０
㎡
）
・
１
戸
・
８，
４
０

０
円
〜
２
万
３，
８
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
50
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋

建
、
物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク
、

井
戸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

募
集
団
地
②

清
流
団
地
Ｂ
２
棟

場
　
所

西
町
３
丁
目
14
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

３
Ｄ
Ｋ

（
45
・
00
㎡
）
１
戸
・
６，
７
０
０

円
〜
１
万
１，
８
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
47
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋

建
、
物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
希
望
に
よ
り
浴
槽
、
灯
油
タ

ン
ク
、
井
戸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

前
入
居
者
の
も
の
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
入
居
期
限
付
公
営
住
宅

建
替
え
の
関
係
で
入
居
期
限
付
住

宅
。
建
替
え
に
伴
う
移
転
補
償
の
支

給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

他
の
公
営
住
宅
へ
の
斡
旋
も
行
い
ま

せ
ん
。

募
集
団
地
③

清
流
団
地
Ｂ
４
棟

（
平
成
21
年
３
月
31
日
期
限
）

場
　
所

西
町
３
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

３
Ｄ
Ｋ

（
43
・
８
㎡
）
３
戸
・
６，
５
０
０

円
〜
１
万
１，
３
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
47
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋

建
、
物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク
、

井
戸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

募
集
団
地
④

清
流
団
地
Ｄ
４
棟

（
平
成
21
年
３
月
31
日
期
限
）

場
　
所

西
町
３
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

２
Ｄ
Ｋ

（
39
・
６
㎡
）
１
戸
・
６，
１
０
０

円
〜
１
万
１，
８
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
48
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋

建
、
物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク
、
井
戸

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
が
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
希
望
に
よ
り
浴
槽
に
つ
い
て

は
、
前
入
居
者
の
も
の
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

募
集
団
地
⑤

清
流
団
地
Ｄ
１
棟

（
平
成
20
年
３
月
31
日
期
限
）

場
　
所

西
町
３
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

３
Ｄ
Ｋ

（
59
・
９
㎡
）
１
戸
・
１
万
３，
６

０
０
円
〜
２
万
２，
９
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
49
年
・
準
耐
火
構
造
２
階
建
、

物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
灯
油
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、希
望
に
よ
り
浴
槽（
風
呂
釜
）、

井
戸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
前
入
居

者
の
も
の
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

募
集
団
地
⑥

清
流
団
地
Ｄ
２
棟

（
平
成
20
年
３
月
31
日
期
限
）

場
　
所

西
町
３
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

３
Ｄ
Ｋ

（
59
・
９
㎡
）
１
戸
・
１
万
３，
６

０
０
円
〜
２
万
２，
９
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
49
年
・
準
耐
火
構
造
２
階
建
、

物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク
、

井
戸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

募
集
団
地
⑦

清
流
団
地
Ｄ
３
棟

（
平
成
20
年
３
月
31
日
期
限
）

場
　
所

西
町
３
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

２
Ｄ
Ｋ

（
48
・
３
㎡
）
１
戸
・
１
万
１，
０

０
０
円
〜
１
万
９，
０
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
49
年
・
準
耐
火
構
造
２
階
建
、

物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク
、

井
戸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
居
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に

居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
。

①
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方
又
は
単
身
で
50
歳

以
上
の
方
（
生
活
保
護
者
等
の
一
部

を
除
く
）

②
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る

収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
（
月
額
所

得
が
20
万
円
未
満
※
た
だ
し
、
世
帯

の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

●
家
族
向
け
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

募
集
団
地
⑧

南
団
地
Ｂ
２
棟

場
　
所

南
町
１
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
80
・
９
㎡
）
・
１
戸
（
２

階
）
・
５
万
５，
７
０
０
円
〜
７
万

３，
５
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

平
成
10
年
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
、
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付

き
）、
物
置
付
き
、
駐
車
場
１
台

入
居
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に

居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
。

①
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方
。

②
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る

収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
（
月
額
所

得
が
20
万
円
〜
60
万
１，
０
０
０
円

未
満
）
※
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊

選
考
方
法

公
営
住
宅
等
入
居
者

選
考
委
員
会
を
開
催
し
入
居
者
を
決

定
。

※
上
記
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま

す
が
開
催
日
は
未
定
で
す
。

入
居
予
定
日

３
月
上
旬

敷
　
金

家
賃
の
３
カ
月
分

お
問
い
合
わ
せ

税
務
住
民
課
住

宅
下
水
道
係
1
82
│
２
１
１
１
（
内

線
129
）

税
務
住
民
課
環
境
衛
生
係

し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
持
込
す
る
ご
み
の
処
理

料
金
が
か
わ
り
ま
す

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
、
し
ら

か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を

持
ち
込
ん
だ
場
合
の
ご
み
処
理
手
数

料
が
左
上
の
表
の
と
お
り
改
正
に
な

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

大
雪
清
掃
組
合

（
し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
た
い
せ
つ
）
美
瑛
町
字

下
宇
莫
別
第
５（
1
92
│
２
２
４
７
）、

税
務
住
民
課
環
境
衛
生
係
（
1
82
│

２
１
１
１
内
線
123
）
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所得税所得税の確定申告確定申告のお知らせ所得税所得税の確定申告確定申告のお知らせ所得税の確定申告のお知らせ

3月15日(水)までです。
所得税の確定申告と納税は、

申告または相談は次の場所で

旭川北洋ビル９階　旭川市４条通９丁目の
みです。
税務署内では申告相談会場を設置しておりません。
なお、期間は１月１９日（木）～３月１５日（水）開設
しています。（土・日曜・祝日を除く。）

●申告はお早めに
申告期限間際になりますと、大変込み合いますので、お早めに済ませましょう。

●確定申告書の作成はご自分で
「申告書の書きかた」「所得税の確定申告の手引き」等を用意してありますので、ご自分で記載しましょう。

●納税は振替で
税金の納付には、振替納税を利用していただきますようお願いしています。

インターネット（国税庁のホームページ）をご利用ください
【http://www.nta.go.jp/】内にある｢確定申告書等作成コーナー｣で簡単に作成することができます。
また、土 地、建 物 を お 売りに なった 方 用 に、札 幌 国 税 局 ホ ー ム ペ ー ジ の アドレス【
http://www.sapporo.nta.go.jp】に「譲渡所得の内訳書（土地・建物用）作成コーナー」を掲載していますので、

役場１階　第１小会議室　（正面玄関
入って左）
還付及び相談期間は、２月１日（水）～３月１５日（水）
まで開設しています。（土・日曜・祝日は閉庁です。）
なお、納付申告については、従来どおり２月１６日（木）
から３月１５日（水）の期間でしか受付できません。

税務署が対応する会場
役場が対応する会場

※
10
㎏
未
満
は
10
㎏
と
し
て
計
算
し

ま
す
。
10
㎏
を
こ
え
る
場
合
で
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
10
㎏

と
し
て
計
算
し
ま
す
。

ごみの種類 3月31日まで（改正前） 4月1日から（改正後）

100㎏まで200円、100㎏
を超える10㎏ごとに20円
の加算

無　料 無　料

10㎏につき700円 10㎏につき700円
東川町・東神楽町・美瑛
町以外の区域から排出さ
れた一般廃棄物

分別された資源ごみ

10㎏につき40円事業系一般廃棄物 

10㎏ごとに60円（平成
20年4月1日からは、10
㎏ごとに80円になりま
す。）

直接個人が持ち込む家庭
から排出された可燃ごみ・
不燃ごみ（一般廃棄物）

税
務
住
民
課
総
合
収
納
対
策
室

休
日
の
納
付
（
納
税
）
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

長
引
く
不
況
等
に
よ
り
厳
し
い
生

活
が
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
で
、
町

税
並
び
に
各
種
使
用
料
等
の
滞
納
額

も
年
々
増
加
す
る
一
方
で
す
。
し
か

し
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
生
活
費

を
節
約
し
て
納
税
し
て
く
だ
さ
る
方

や
、
納
税
計
画
に
よ
り
毎
月
決
ま
っ

た
額
を
納
入
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
公
平
性
を
保
つ
こ

と
を
目
的
に
、
町
税
（
町
道
民
税
、

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
）
を
納

入
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た

方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
夜
間
の

納
付
（
納
税
相
談
）
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
町
税
の
相
談
に
併
せ

て
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険

料
、
公
営
住
宅
使
用
料
、
下
水
道
使

用
料
、
保
育
料
な
ど
の
納
付
や
相
談

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
残
念
な
が
ら
納
付
意
識
や

納
付
の
な
い
方
に
は
、
滞
納
処
分

（
給
料
、
不
動
産
、
銀
行
預
金
等
の

差
押
や
公
売
等
）
ま
た
は
強
制
執
行

を
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

実
施
日

２
月
24
日
（
金
）、
２
月

26
日
（
日
）、
２
月
27
日
（
月
）

時
　
間
24
日
、
27
日：

午
後
５
時

〜
午
後
８
時
ま
で
／
26
日：

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で

場
　
所

役
場
１
階
税
務
住
民
課

４
番
窓
口
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東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
（
保
育
者
）
の

募
集
に
つ
い
て

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
臨
時
職
員

（
保
育
者
）
を
募
集
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
２
月
15
日
（
水
）
ま
で

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用
人
員

３
名

応
募
資
格

幼
稚
園
教
諭
免
許
お

よ
び
保
育
士
資
格
の
取
得
者
で
幼
児

教
育
に
熱
意
の
あ
る
健
康
な
方
。

採
用
年
月
日

平
成
18
年
４
月
１

日賃
　
金

東
川
町
臨
時
職
員
賃
金

規
定
に
よ
る
。

勤
務
日

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
の
間
の
週
５
日
勤
務
、

勤
務
時
間

午
前
７
時
30
分
か
ら
午

後
７
時
ま
で
の
間
の
７
時
間
30
分
勤

務
（
シ
フ
ト
制
）

提
出
書
類

履
歴
書
、
幼
稚
園
教

諭
免
許
証
及
び
保
育
士
証
の
写
し
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

面
接
試
験
日
は
、
申
込

者
に
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
総
務
係
（
西

４
号
北
８
番
地
　
1
82
│
３
４
０

０
）

高
橋
正
三
さ
ん
農
林
業
セ
ン

サ
ス
功
労
者
表
彰
受
賞

12
月
22
日
、
高
橋
正
三
さ
ん
が
農
林

業
セ
ン
サ
ス
功
労
者
農
林
水
産
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
、
上
川
支
庁
長
よ
り
伝
達

を
受
け
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
昭
和
34
年
統
計
調
査
員

に
就
任
し
て
以
来
、
そ
の
誠
実
で
実
直

な
人
柄
を
も
っ
て
43
年
も
の
永
き
に
わ

た
り
調
査
に
従
事
さ
れ
、
国
や
町
の
統

計
業
務
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

永
年
勤
続
功
労
で
消
防
団
員

表
彰
さ
れ
る

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
１
月
５
日
消
防
出
初
式
に
お
い

て
消
防
団
永
年
勤
続
功
労
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

●
東
川
町
長
表
彰

〈
勤
続
25
年
〉

分
団
長
　
主
藤
達
博

　素晴らしい東川の町を離れてもう2年近くも経つ
とは信じられない気がします。小中学校訪問、役場勤務、
めだかクラブ、太鼓、活花、旭岳ハイキング、カラオケ、
それに町のたくさんのお祭り。楽しい思い出がたく
さんあり親しい友人もできました。他にもいろいろ
ありますが、どれもこれも2年前とは思えない程、鮮
やかな思い出です。
　カルガリーに帰ってから夫を含めたくさんの新し
い友人に恵まれ、やり甲斐のある仕事を見つけました。
夫のエリックはフランス系カナダ人、誠実で暖かい人
です。1997年トロントの友人を訪ねたときに出会い、
2000年9月にカルガリーで結婚しました。
そして2002年、うれしいことに家族が一人加わりま
した。シベリアンハスキーの雄でノアと名づけました。
一緒に公園をゆっくり散歩したり、ローラーブレード
やハイキング、かんじき、クロスカントリースキーな
どたくさんのアウトドア活動を楽しんでいます。
　ここ数年は、マーケティングや販売促進、地域投資、
メディア関連の広報などの経験を積んでいます。現
在は「カルガリー・エキシビション・スタンピード」と
いうところで働いています。この会社は毎年7月に
開催される10日間に及ぶ祭りで有名で、このイベン

トには世界中から120万人を越す人が訪れこの地域
の伝統を分かち合います。
　地上最高のアウトドアショーとして有名なこのイベ
ントの目玉には世界に名高いロデオや馬車のレース、
スリル満点の乗物、無料のパンケーキの朝食、様々
なジャンルのアトラクション、農産物、西洋芸術、それ
に先住民族アートの展示などがあります。
　2003年9月には学位取得のため大学に戻りました。
フルタイムで働きながらの授業で、私たち夫婦にと
っては忙しい2年間でした。でも頑張った甲斐あり
2005年6月にＭＢＡ（経営学修士）を取得して卒業
しました。これは今後のキャリアアップに活かしてい
くつもりです。
　キャンモアやカルガリーを訪れる東川の方々にお
会いするのはいつでもうれしく光栄なことです。東
川には素晴らしい思い出がたくさんあり、またいつか
近いうちに日本を訪れたいと思います。
　クリスマスと新年を迎えて皆様のご多幸をお祈り
申し上げます。
　　　　　　　ブレンダ（とエリックとノア）より

元英語指導助手
ブレンダさんから
お手紙をいただきました

ブレンダさん・エリックさん夫妻と
愛犬ノア
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冬の間冬の間は、段ボ段ボールールコンポスンポストにトにチャレンジ！！冬の間は、段ボールコンポストにチャレンジ！！
　段ボールを使うことにより、少ない
費用で、冬季間でも室内で生ゴミを
堆肥化することができます。
　段ボールコンポストの作り方につ
いてご紹介しますので、チャレンジし
てみましょう。
★用具と基材を準備しましょう
○容器
・段ボール箱（縦30cm×横45cm×深
さ30cm程度･･･10kgのみかん箱程度）
・補強等用段ボール箱
○基材
・ピートモス（土壌改良剤）
・もみがらくん炭（土壌改良剤）
○道具
・シャベル、ゴム手袋（混ぜるときに使用）
・はかり（投入する生ゴミの計量用･･･
自宅にあれば）
・角材、積み木など４つ（箱を浮かせる
ために使用）
・ガムテープ
★容器を作り、生ごみを混ぜましょう
・段ボールの底の隙間と取っ手の部
分は全てテープで塞ぐ。
・箱の底と底から10cm程度は、補強
のために内側からもう一枚段ボー
ルを貼り二重にすると長持ちする。
・基材のピートモスともみがらくん炭

を３対２（15R：10R）の割合で箱
に入れ、よくかき混ぜる。
・温度が15度以上の場所で、箱の
下に角材などを置き、床面から５
cm程度浮かせる。

 【注意事項】
・1日に投入するゴミの量は平均
500g程度（三角コーナー１杯程
度が目安）とする。投入量が多い
場合は、１日空けるようにする。
・生ゴミを入れるたびに全体的に
よくかき混ぜ、空気を入れるよう
にする。ただし、生ゴミを投入しな
くても１日１回は混ぜること。
・全面から分解による水分が発生
するが、ビニール等で覆わないこと。
【温度】

・２週間程度で微生物の活動が活発
になり、温度が上昇してくる。温度が
上がらない場合は、米ぬかや使用済
み天ぷら油を入れると温度が上昇
し分解が進む。
【臭い】
・無臭ではなく、軽いカビ臭や腐葉土
のような臭いがする。生ゴミが多か
ったり、よく攪拌していないときは臭
いが出ることがある。
・魚の内臓や生ゴミの入れすぎにより
臭いが出たときは、基材を加えよく
攪拌し、水分調整をする。
【虫など】
・暖かくなると小バエが発生しやすく
なるので、必ず蓋をし、蓋の上に新
聞紙などを置く。
・虫の発生を抑えるためには、米ぬか
などを入れてよく攪拌し、基材の温
度を上げる。
【使用期間】
・１箱で３カ月間程度生ゴミを処理できる。
・基材の塊が多くなったり、サラサラで
なくなったら生ゴミの投入を止め、
一週間程度攪拌を続ける。
・その後、土と混ぜ、１～２カ月ほど寝
かせることにより堆肥として使用で
きる。

別に段ボールで
フタを作る

底と、底から10cm位の
側面をダンボールで
二重にする

角材などを敷いて箱を
床面から少し浮かせる

上フタを立てて、ガム
テープ等で四隅を止め
て深くする

副
分
団
長
　
大
岩
　
治

〈
勤
続
20
年
〉

部
長
　
秋
山
泰
彦
／
能
沢
勇
人

班
長
　
藤
井
春
雄
／
a
橋
　
大

〈
勤
続
15
年
〉

部
長
　
秋
葉
政
幸

班
長
　
鬼
塚
　
悟

〈
勤
続
10
年
〉

団
員
　
篠
原
猛
志

元
団
員
　
樽
井
英
二

●
大
雪
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

〈
勤
続
20
年
〉

部
長
　
能
沢
勇
人

班
長
　
藤
井
春
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／
a
橋
　
大
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〈
勤
続
20
年
〉

部
長
　
秋
山
泰
彦
／
能
沢
勇
人

班
長
　
藤
井
春
雄
／
a
橋
　
大

〈
勤
続
10
年
〉

団
員
　
篠
原
猛
志

元
団
員
　
樽
井
英
二

●
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

〈
勤
続
20
年
〉

部
長
　
能
沢
勇
人

班
長
　
藤
井
春
雄
／
a
橋
　
大

〈
勤
続
10
年
〉

元
団
員
　
樽
井
英
二

団
員
　
矢
澤
　
睦

副
士
長
　
真
岩
　
聡

●
東
川
消
防
団
連
合
後
援
会
長
表
彰

〈
勤
続
５
年
〉

団
員
　
中
條
勝
彦
／
沖
　
和
史

〈
感
謝
状
〉

元
第
１
分
団
後
援
会
会
長

吉
野
和
夫

元
第
２
分
団
後
援
会
会
計

片
山
岩
夫

12
月
14
日
か
ら
１
月
15
日
ま
で
に
社

会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

10

区
　
真
岩
　
啓
作
　
様

西
　
　
　
区
　
松
倉
キ
ミ
コ
　
様

14

区
　
高
橋
　
新
一
　
様

東
町
２
丁
目
　
晴
披
　
智
憲
　
様

21

区
　
平
崎
　
　
清
　
様

28

区
　
川
上
　
隆
司
　
様

東
町
１
丁
目
　
吉
成
ト
ミ
子
　
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
の

ご
案
内

町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

社
協
相
談
室
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。 社

会
福
祉
協
議
会

社
協
通
信

２
月
16
日

山
口
　
佐
知
子
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大
雪
山
愛
の
鐘
再
建
に
寄
付

旭
岳
中
腹
の
姿
見
の
池
付
近
に
あ

る
「
大
雪
山
愛
の
鐘
」
は
老
朽
化
し

て
お
り
、
再
建
の
準
備
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
１
月
16
日
、
町
内
在
住
の

京
極
宏
さ
ん
よ
り
大
雪
山
愛
の
鐘
設

立
・
管
理
運
営
委
員
会
（
会
長
　
松

岡
市
郎
）
に
対
し
、
愛
の
鐘
再
建
費

用
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
再
建
費
用
の
一
部
と
し

て
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
32
回
　
ひ
が
し
か
わ
氷
ま

つ
り
事
業
に
寄
付

12
月
26
日
、
東
川
町
建
設
業
協
会

会
長
　
藤
田
裕
三
さ
ん
よ
り
、
１
月

21
日
か
ら
東
川
町
羽
衣
公
園
周
辺
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
32
回
ひ
が

し
か
わ
氷
ま
つ
り
事
業
」
に
対
し
町

へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

頂
戴
し
た
寄
付
は
郷
土
館
周
辺
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
等
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旭
川
地
方
法
務
局

法
務
局
に
お
い
て
筆
界
特
定

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

全
国
の
法
務
局
に
お
い
て
平
成
18

年
１
月
20
日
か
ら
筆
界
特
定
制
度
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

筆
界
特
定
と
は
一
筆
の
土
地
お
よ

び
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
土
地
に
つ

い
て
、
登
記
上
の
筆
界
を
現
地
に
お

い
て
特
定
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

筆
界
特
定
の
申
請
が
で
き
る
の

は
、
筆
界
の
位
置
が
不
明
で
あ
る
、

あ
る
い
は
筆
界
に
つ
い
て
隣
接
地
の

所
有
者
と
の
間
で
争
い
が
あ
る
場
合

な
ど
で
あ
り
、
申
請
人
と
な
れ
る
の

は
、
そ
の
土
地
を
所
有
す
る
皆
様

（
登
記
上
の
所
有
者
）
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
お
け
る
経
費
は
申
請
の
際

に
納
付
す
る
手
数
料
と
、
筆
界
を
特

定
す
る
た
め
に
測
量
す
る
場
合
の
測

量
経
費
な
ど
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

旭
川
地
方
法
務

局
登
記
部
門
表
示
登
記
専
門
官
（
1

53
│
２
３
１
１
内
線
335
）

旭
川
市

花
咲
町
４
丁
目

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

大
切
な
お
知
ら
せ
と
お
願
い

１
９
８
５
年
か
ら
１
９
９
２
年
製

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
機

お
よ
び
石
油
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ジ
ア
ン
ト

ヒ
ー
タ
ー
に
は
事
故
に
至
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

当
該
対
象
製
品
を
未
点
検
の
ま
ま

ご
使
用
に
な
り
ま
す
と
、
一
酸
化
炭

素
を
含
む
排
気
ガ
ス
が
、
室
内
に
漏

れ
出
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
事

故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
使
用
の
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
機
及

び
石
油
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ジ
ア
ン
ト
ヒ
ー

タ
ー
の
品
番
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

左
記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
ご

購
入
販
売
店
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。お

客
様
の
ご
要
望
に
応
じ
、
対
象

製
品
の
お
引
取
り
（
一
台
当
り
５
万

円
）
も
し
く
は
、
無
料
で
点
検
修
理

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
愛
用
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
な
に

と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ

松
下
電
器
産
業

株
式
会
社
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１

２
０
│
（
872
）
│
773
（
受
付
は
土
・

日
・
祝
日
含
む
24
時
間
）

な
お
、
お
客
様
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
『
個
人
情
報
』
は
対
象

製
品
の
引
取
り
、
点
検
修
理
の
目
的

以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

Ｑ　今年は雪の多い年で全国各地で
雪害のニュースが流れています。東川
町の除雪体制について教えてください。
A　東川の1月までの積雪は例年より少
なめですが、今後も注意を怠ることはで
きない状況と思われます。町の除雪体
制についてお知らせいたします
　本町では職員2名、臨時職員１１名合
わせて13名の人員と、町で保有する除
雪ドーザー6台、ダンプカー3台、除雪専
用トラック、歩道除雪用小型ロータリ、大
型ロータリ各１台の計12台の体制で、道

道を除く町内の町道199㌔と歩道24㌔
の除雪作業を行っています。
　出動のタイミングについては、現在、降
雪量が15センチ程度あった時、または降
ると予想される時とさせていただいており、
町内を10の区域に分け、各担当毎に全
町一斉に作業をスタートさせています。
　夜中などに降雪が続く場合は、通勤、
通学に支障がないよう朝3時から出動し
最大8時終了を目途に作業をし、また、強
風により著しい吹き溜まりが生じた場合
にも随時出動しております。
　予測を超える降雪があった場合には
早急な道路通行の確保が優先となりき
め細かな除雪が間に合わない場合があ
りますが、皆様にはご理解とご協力をお
願いします。
　また、除雪費用については少ない財
源の中から毎年約3,500万円を使わせ
ていただいておりますが、厳しい財政の

中で最小限の経費で除雪を行っており
ますので出入口等の雪処理につきまし
ては各家庭でのご協力をよろしくお願い
します。
以下、町から皆様へのお願いです。
①深夜から早朝にかけての路上駐車は
除雪の支障となって駐車車両の付近は
除雪できないことから、近所の方や地域
の方々にたいへんな迷惑をかけますの
で止めてください。
②屋根雪や庭先の雪を道路に捨てる
方がいます。除雪の際に隣の家にその
雪が流れてたいへんな迷惑がかかりま
すので止めてください。
お問い合わせ　都市建設課（182－2111）
※道道については、北海道土木現業所
の管轄となります。お問い合わせに町で
はお答え出来ない場合がありますので
極力直接土木現業所にご連絡願います。
（126－4461）

み ん な の 声

Q&A
「町長への手紙」などでお寄せいただいた住民
の皆様の意見やご質問に対しお答えします。
広報12月号配布の町長への手紙などを利用し
広報広聴係(182－2111）までお寄せください。
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子育て
チャンネル三原　真琴

古い時代のあそびの復活を願いながら
昔の遊びを思い出して

MAKOTO　MIHARA

いきいきわくわく塾講師

こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
達
の
あ
そ
び

と
い
え
ば
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
ゲ
ー
ム

ボ
ー
イ
、
た
ま
ご
っ
ち
、
そ
し
て
マ

ン
ガ
読
み
程
度
で
、
外
で
は
し
ゃ
ぎ

ま
わ
る
子
ど
も
の
声
な
ど
は
全
く
聞

こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

昭
和
30
年
代
ま
で
盛
ん
に
あ
そ
ば

れ
て
い
た
子
ど
も
達
の
あ
の
あ
そ
び

は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

昔
の
あ
そ
び
を
呼
び
も
ど
そ
う
と

今
、
大
人
た
ち
の
間
で
ひ
と
つ
の
運

動
が
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
今
ひ
と
つ
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
大
人
た
ち
が
こ
う
し
た

催
し
を
し
て
も
、
そ
の
場
で
は
大
人

た
ち
の
手
を
借
り
て
な
ん
と
か
あ
そ

ぶ
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
子
ど
も
達
の
興

味
を
そ
そ
る
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

魅
力
も
な
い
の
で
す
。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
私
な
り

に
考
え
て
み
て
思
い
当
た
る
こ
と
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

に
子
ど
も
た
ち
が
生
活
す
る
家
庭
で

包
丁
・
ナ
イ
フ
・
カ
ッ
タ
ー
・
金

槌
・
鋸
・
針
な
ど
を
使
う
場
が
ほ
と

ん
ど
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
必
要

な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

次
に
子
ど
も
た
ち
の
創
意
工
夫
や

研
究
心
、
熱
心
、
努
力
、
頑
張
り
な

ど
を
培
う
機
会
が
み
つ
け
ら
れ
な
い

ま
ま
家
庭
が
営
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
別
に
こ
ん
な
こ
と
に

気
を
つ
か
わ
ず
と
も
生
活
は
成
立
し

て
い
く
の
で
す
。

最
後
に
友
達
と
の
つ
き
合
い
で
、

ル
ー
ル
の
遵じ

ゅ
ん

守
や
約
束
ご
と
、
思
い

や
り
、
い
じ
わ
る
な
ど
面
倒
な
こ
と

に
な
れ
ば
家
か
ら
出
ず
に
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
て
い
れ
ば
別
に
困

る
こ
と
も
な
い
し
、
淋
し
い
こ
と
も

な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

つ
い
で
昔
の
あ
そ
び
を
ひ
も
と
い

て
み
る
と

外
で
は
鬼
ご
っ
こ
（
種
類
が
多
い
）

西
洋
陣
取
り
、
馬
の
り
、
缶
け
り
、

ケ
ン
パ
、
輪
回
し
、
く
ぎ
さ
し
、
パ

ッ
チ
、
ビ
ー
玉
、
お
は
じ
き
、
ゴ
ム

と
び
、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
、
三
角
ベ
ー

ス
、
室
内
で
は
、
三
角
取
り
、
百
人

一
首
、
山
く
ず
し
、
回
り
将
棋
、
あ

や
取
り
、
ケ
ン
玉
、
工
作
で
は
、
ぶ

た
ご
ま
、
紙
角
力
、
紙
ひ
こ
う
機
、

風
車
、
竹
返
し
、
竹
鉄
ぽ
う
、
水
鉄

ぽ
う
、
パ
チ
ン
コ
、
竹
と
ん
ぼ
、
竹

馬
、
た
こ
上
げ
、
戸
車
ご
ま
、
冬
の

外
あ
そ
び
と
し
て
は
、
ス
ベ
リ
台
、

ジ
ャ
ン
プ
台
、
カ
マ
ク
ラ
、
お
し
く

ら
マ
ン
ジ
ュ
ウ
な
ど
な
ど
（
書
き
き

れ
ま
せ
ん
）

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
の
方
が

以
前
に
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
書
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
あ
そ
び
は
発
達

段
階
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
、
動
物
の

中
で
さ
え
一
人
前
に
な
る
た
め
の
訓

練
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

ま
し
て
や
人
の
子
ど
も
と
な
る
と
、

そ
の
大
切
さ
、
大
事
さ
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
大
人
た
ち
は
「
自
分
か
ら

進
ん
で
学
ぼ
う
と
し
な
い
子
ど
も
」

「
遊
び
の
仕
方
を
知
ら
な
い
」
と
い
う

子
ど
も
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

遊
び
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
生
活

の
一
部
で
あ
っ
て
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
す
。
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
子
ど
も
自
身
の
要
求
を
満
足
さ
せ

な
が
ら
、
そ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

種
々
の
大
切
な
こ
と
が
ら
を
身
に
つ

け
て
い
く
の
で
す
。
遊
び
を
通
じ
て

体
力
も
つ
き
運
動
神
経
も
向
上
し
、

精
神
面
の
思
い
や
り
や
助
け
合
い
励

ま
し
合
い
の
心
、
そ
し
て
判
断
力
や

想
像
力
、
公
正
さ
な
ど
数
多
く
の
道

徳
性
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く

の
で
す
。

私
達
の
小
さ
い
頃
を
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。

今
の
若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

に
は
無
理
で
し
ょ
う
が
、
も
う
少
し

も
う
少
し
遡
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
少
年

達
は
み
な
目
を
輝
か
せ
て
遊
び
の
材

料
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
ポ
ケ
ッ
ト

に
は
五
徳
ナ
イ
フ
か
肥
後
守
の
ナ
イ

フ
（
折
り
た
た
み
式
）
を
入
れ
、
切

っ
た
り
け
ず
っ
た
り
し
て
パ
チ
ン
コ

作
り
に
夢
中
で
し
た
。
女
子
は
お
手

玉
造
り
や
竹
返
し
造
り
に
懸
命
で
し

た
。休

み
時
間
に
は
横
一
列
に
並
ん
で

一
つ
の
ケ
ン
玉
で
互
い
に
技
を
競
い

失
敗
す
る
と
最
後
尾
に
付
く
。
女
子

は
床
に
す
わ
っ
て
オ
ハ
ジ
キ
や
あ
や

取
り
を
し
て
い
た
も
の
で
す
。
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
毎

日
が
と
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
た
も
の

で
し
た
。
逆
戻
り
し
た
ほ
う
が
よ
い

と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
昔

の
な
ご
や
か
さ
、
面
白
さ
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
が
取
り
戻
せ
た
ら
い

い
な
あ
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。



認知症を正しく知ろう

～予防と早期発見・対応のために～
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①
初
期
に
は
こ
ん
な
症
状
が
…

身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
る
」、

「
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興

味
や
関
心
が
な
く
な
る
」、「
以
前
よ

り
も
ひ
ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
」、

「
外
出
や
人
と
会
う
こ
と
を
お
っ
く

う
が
る
」、「
ガ
ス
の
火
を
消
し
忘
れ

る
」、「
も
の
の
名
前
が
出
て
こ
な
く

な
る
」

②
さ
ら
に
進
行
す
る
と
…

「
今
ま
で
で
き
て
い
た
家
事
や
作

業
が
で
き
な
く
な
る
」、「
買
物
な
ど

で
お
金
の
間
違
い
が
多
く
な
る
」、

「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
た
ず
ね
る
」、

「
ド
ラ
マ
の
内
容
が
理
解
で
き
な
い
」

「
最
近
の
で
き
ご
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
」、「
慣
れ
て
い
る
場
所
で
迷
う
」、

「
時
間
や
日
付
け
、
自
分
の
居
場
所

が
わ
か
ら
な
く
な
る
、「
財
布
が
盗

ま
れ
た
と
騒
ぐ
よ
う
に
な
る
」

認
知
症
は
、
早
期
に
発
見
し
て
治

療
や
適
切
な
ケ
ア
を
行
え
ば
、
症
状

認
知
症
と
は
、
こ
れ
ま
で
「
痴
呆(

ち
ほ
う)

」
と
呼
ば
れ
て
き
た
病
気
で
す
。
侮
蔑
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
ま
た
病
気
の
特
徴
を
必
ず
し
も
適
切
に
表
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、「
認
知
症
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
あ
り
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
病
気
で
す
。
誤
解
や
偏
見
を
な

く
し
、
早
期
発
見
・
対
応
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、

本
人
、
そ
し
て
周
囲
の
人
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
結
果
を
生
み
ま
す
。

認知症予防のポイント
食生活の改善

運動などで適度な刺激

お酒とタバコ

事故に注意

サラサラ血液と弾力ある強い血管づくりが重要です。
体を気遣った食事を摂りましょう。

散歩などの適度な運動は体力維持とともに、見た
り聞いたりすることで脳に適度な刺激を与えます。
会話なども刺激には有効です。積極的に外へ出
て脳細胞を刺激しましょう。

適度な飲酒は血行をよくしますが飲みすぎは禁物。
日本酒で1日1合、ビールなら大瓶1本が適量とさ
れています。タバコは百害あって一利なし。やめ
ましょう。

事故により頭を強打し、認知症が発症する場合も
あります。家の段差を解消するなどし、転倒など
に気をつけ生活しましょう。

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
ほ
う

脳
の
神
経
細
胞
が
死
滅
・
変
性
し
、

結
果
的
に
脳
全
体
が
萎
縮
し
て
機
能

が
損
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

②
脳
血
管
性
痴
ほ
う

脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
脳
の
血
管

障
害
に
よ
っ
て
、
脳
細
胞
に
十
分
な

血
液
が
い
き
わ
た
ら
な
く
な
り
、
脳

細
胞
が
死
滅
す
る
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。

健
常
な
も
の
忘
れ→

日
常
生
活
に

支
障
は
な
い

・
体
験
の
１
部
分
だ
け
を
忘
れ
て
い

る
。

・
自
分
が
も
の
忘
れ
し
た
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
。

・
家
族
、
自
分
の
家
の
場
所
、
季
節

を
認
識
し
て
い
る
。

認
知
症
の
も
の
忘
れ→

日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す

・
体
験
そ
の
も
の
を
忘
れ
て
い
る
。

・
自
分
が
も
の
忘
れ
し
た
こ
と
を
認

識
し
て
い
な
い
。

・
家
族
、
自
分
の
家
、
季
節
が
わ
か

ら
な
く
な
る
。

を
軽
減
し
た
り
、
悪
化
を
あ
る
程
度

防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
医
療
機
関
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
役
場
保

健
福
祉
課
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

①
生
活
習
慣
病
を
放
置
し
な
い

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
は

脳
卒
中
を
招
く
た
め
脳
血
管
性
痴
ほ

う
の
直
接
的
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
ほ
う
の
発
症

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

②
日
常
生
活
を
活
発
に
し
よ
う

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
友
達
付
き
合

い
な
ど
楽
し
ん
で
い
る
人
は
、
脳
の

神
経
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。

○
１
日
１
回
は
外
出
し
よ
う

○
お
し
ゃ
れ
に
気
を
配
ろ
う

○
情
報
に
敏
感
に
な
ろ
う

○
日
記
を
つ
け
て
み
よ
う

○
会
合
に
参
加
し
よ
う

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う

③
適
度
な
運
動
を
心
が
け
よ
う

適
度
な
運
動
は
、
血
流
を
よ
く
し

て
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
、
脳
の
さ
ま
ざ

ま
な
部
分
を
刺
激
す
る
、
筋
肉
や
骨

を
丈
夫
に
し
て
転
倒
・
骨
折
を
防
ぐ

な
ど
、
認
知
症
予
防
に
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

④
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を

○
過
食
も
少
食
も
禁
物
、
腹
八
分
目

を○
１
日
１
回
は
魚
を
食
卓
に

○
野
菜
や
果
物
を
積
極
的
に
と
る

○
食
塩
を
摂
り
す
ぎ
な
い

○
甘
い
も
の
を
控
え
る

○
水
分
を
１
日
１
〜
1.5
リ
ッ
ト
ル
を

目
安
に
摂
る

認
知
症
は
原
因
に
よ
り
２
つ
の

タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す

健
常
な
も
の
忘
れ
と
認
知
症
の

も
の
忘
れ
の
違
い

生
活
習
慣
の
改
善
が
認
知
症
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す

認
知
症
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

早
め
に
相
談
す
る
こ
と
が
何
よ

り
大
切

子育て支援センター親子リズム運動のお知らせ保 健 カレンダー
February

お問い合わせ●保健福祉課保健指導係 182-2111

2月
【2月分】

【３月分】

＜地域子育て支援センター＞

※会場は幼児センターです！
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター　182-5100

＜親子遊びの体験教室＞ 予約制

＜遊びの広場＞（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…９：００～１２：００
1日（水）・6日（月）・7日（火）・8日（水）・14日（火）・15日（水）・
17日（金）・20日（月）・21日（火）・22日（水）・27日（月）・28日（火）

3日m

10日m

24日m

テーマ「お店屋さんごっこ」…
テーマ「外遊び」…………
テーマ「１歳児絵の具遊び」…

１０：００～１１：３０
１０：００～１１：３０
１０：００～１１：３０

　子育て中のお母さん、体を動かして日頃のストレスを発散
しませんか？お子さん連れでも大歓迎です。
日　　時　2月13日(月)午前10時～正午
場　　所　子育て支援センタープレイルーム
内　　容　親子リズム運動
対　　象　家庭にいる親子ならどなたでも
講　　師　荒川由佳理先生
持 ち 物　運動靴・タオル(動きやすい服装)
参加人数  15組程度（事前に予約が必要です。託児希望者
　　　　　には託児室を用意します。）
申込み・お問い合わせ　
         東川町地域子育て支援センター182－5100

栄養教室（基礎編）のお知らせ
　食事の不適切な摂取、運動不足等によりおこる生活習慣
病は年々増加が見られます。この教室では「自分の健康は
自分で守る」を柱に健康について学習していき身近な材料
を使って、調理実習を行い、バランス・味付け等を確認しなが
ら食生活の見直しと健康を考える機会とします。
（栄養教室は希望する方のみ食生活改善推進員となる単
位を取ることができます。）
対　　象　町民の方ならどなたでも
日　　時　2月22日（水）午前10時～午後12時30分位ま

で
場　　所　保健福祉センター
内　　容　「食べて防ごう生活習慣病～高脂血症」講話・
　　　　　調理実習・試食（希望者には体脂肪測定）
持 ち 物　筆記道具・エプロン・三角巾※食材料の１部とし

て参加者に100円の負担があります。
申し込み・問い合わせ　役場栄養士まで（182－２１１１）

がん検診個別受診のお知らせ
　胃・大腸・肺・乳房・子宮の各がん検診を旭川がん検診セ
ンターで随時個別に受けることができます。
対 象 者　①胃・大腸
　　　　　②肺・乳房
　　　　　③子　 宮
料　　金　①胃・子宮
　　　　　②大腸・肺
　　　　　③乳房（Ｘ線検査含む）
　　　　　④子宮超音波
　　　　　⑤子宮体部（必要な方のみ）
・各検診は年1回の受診となります。今年度は平成17年4月
から今まで上記検診を受けていない方に限ります。（胃・大腸・
肺はミニドックの受診を含みます。）
・個別受診を希望される場合は依頼書を発行いたしますので、
受診前に必ず保健福祉課保健指導係に申込みください。
・料金は申込み時にお支払い願います。
・詳細やご不明な点は保健福祉課保健指導係
（182－２１１１）までお問い合わせください。

１日k

３日m

６日i

９日l

１４日j

１５日k

１６日l

１７日m

２２日k

２７日i

２８日j

リハビリ教室
（理学療法士による指導）
ごっくん教室
乳幼児健診
介護教室
乳幼児予防接種
リハビリ教室

健康づくり講演会
元気っ子クッキング
栄養教室（基礎編）
移動献血車来町
子育て相談
リハビリ教室

2日l

3日m

9日l

14日j

16日l

20日i

22日k

23日l

28日j

親子ふれあい教室　予約制
もぐもぐ教室　予約制
乳幼児健診

親子ふれあい教室 予約制
乳幼児予防接種
三種混合
Ｂ Ｃ Ｇ
麻しん
風しん
リハビリ教室
親子ふれあい教室　予約制
子育て相談　予約制
栄養教室（基礎編）
３歳児健診
リハビリ教室

１０：００～１１：３０
１３：００～１４：００
１３：３０～　　   

（通知者以外は１４：３０～）
１０：００～１１：３０

１３：４５～１４：００
１４：３０～１４：４５
１５：１５～１５：３０
１６：００～１６：１５
１１：００～１４：３０
１０：００～１１：３０

１０：００～１２：００
１２：４５～１３：１５
１１：００～１４：３０

※ 会場は保健福祉センターです！

1,500円
1,000円
2,000円
500円
1,000円

…35歳以上の町民
…40歳以上の町民
…20歳以上の町民
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だいせつざんのすがお

　このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジ
ターセンター、自然解説員など旭岳で活躍す
る人たちをリレーして、季節とともに変化す
る旭岳の旬のお便りをお届けします。
　高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の大
博物館」と言われる大雪山の素顔が見えてく
ることでしょう。

嫁
ぐ
娘
に
涙
か
く
せ
し
日
も
遙
か
曽
孫
の
布
団
二
枚
縫
ひ
あ
ぐ

許
し
合
ひ
語
り
あ
ひ
あ
ふ
友
ら
ゐ
て
郷
の
暮
ら
し
に
満
ち
足
り
て
を
り

も
ち
米
を
蒸
し
い
る
蒸
籠
の
白
き
湯
気
ほ
う
ほ
う
と
し
て
新
居
に
満
て
り

忘
却
も
生
き
る
す
べ
と
し
老
い
猫
の
ひ
か
る
眼
を
見
逃
さ
ず
居
る

久
し
ぶ
り
松
の
小
枝
に
積
も
り
た
る
雪
こ
ん
も
り
と
絵
に
な
り
て
ゐ
る

二
度
三
度
茶
房
の
椅
子
の
友
な
る
に
同
じ
話
題
に
暮
れ
て
止
ま
ざ
り

吾
の
心
臓
人
工
弁
は
ゆ
る
ぎ
な
し
　
三
十
六
回
目
の
正
月
を
迎
う

三
日
か
け
次
々
友
の
顔
浮
か
べ
賀
状
を
書
く
も
師
走
の
大
事
業

時
折
り
に
幼
児
の
さ
ま
の
歩
き
方
私
も
し
て
居
る
八
十
八
歳

靜
け
き
夜
ひ
か
り
か
が
や
く
星
空
を
寒
さ
忘
れ
て
し
ば
し
眺
む
る

は
ら
か
ら
が
久
に
集
い
て
湯
の
宿
に
積
も
る
話
は
順
番
に
聞
く

一
陽
来
復
今
日
は
冬
至
と
南
瓜
煮
る
日
脚
伸
び
ゆ
く
春
を
想
い
ぬ

千
本
の
手
に
は
千
個
の
功
徳
と
や
千
手
観
音
少
し
は
零
そ
う

部
屋
中
の
菫
は
咲
き
て
こ
っ
そ
り
と
吾
に
話
す
や
首
さ
し
延
べ
て

ゆ
る
や
か
確
か
に
朝
日
春
に
な
る

六
花
店
の
娘
原
宿
へ
行
っ
た
よ
な

夕
映
え
に
カ
メ
ラ
か
ま
え
て
冬
の
径

十
年
過
ぐ
や
郷
に
従
う
冬
支
度

寒
紅
濃
し
昭
和
の
底
を
語
り
出
す

春
浅
し
風
抜
け
ゆ
く
や
木
道
橋

つ
か
の
間
の
蛾
眉
の
雪
片
春
浅
し

湧
水
の
お
い
し
さ
自
慢
浅
き
春

春
浅
し
三
分
開
き
の
南
門

牛
乳
の
皮
膜
の
厚
く
春
浅
し

煮
凝
り
の
不
満
ぷ
り
ぷ
り
浅
き
春

短
歌

那
　
須
　
喜
　
美

瓜
　
生
　
昭
　
枝

松
　
倉
　
和
　
子

宮
　
坂
　
敬
　
子

岩
　
田
　
ふ
じ
え

笹
　
田
　
冨
士
子

嶋
　
崎
　
ミ
　
エ

岡
　
澤
　
チ
ズ
子

矢
　
沢
　
ま
す
え

清
　
水
　
チ
　
ヨ

中
　
田
　
治
　
子

永
　
江
　
栄
　
子

井
　
山
　
一
　
文

尾
　
池
　
真
沙
子

俳
句

青
　
野
　
公
　
花

杉
　
山
ひ
ろ
の
り

澤
　
田
　
久
美
子

松
　
山
　
蓉
　
子

小
　
林
　
露
　
葉

杉
　
山
　
り
　
つ

徳
　
光
　
吐
　
苦

山
　
口
　
佐
知
子

石
　
澤
　
清
　
宏

秋
　
山
　
深
　
雪

宮
　
坂
　
紫
　
雲

子どもたちにとっての大雪山の自然

「冬の森はどんな感じ？」「寒い！きれい！すべる！凍る！」など
などいろんな答えがでてくる。「じゃぁ～どんなふうになってるか確
かめにでかけよう！」息を吹きかけると飛んでしまうふかふかの雪
が積もる大雪山麓のエゾマツの森を子ども達と歩く。
台風で倒れたマツの上に登ってそこから雪の海にダイビングする

と、雪煙を上げて子ども達の姿はみえなくなる。急な斜面や大きな
切り株をつかってのお尻すべりはスピードもスリルも満点。夏は２
ｍを超すササにおおわれている森の中も、雪のおかげでどこまでも
歩くことができる。樹齢300年を越えそうな大きなエゾマツの根元
は下の枝が雪の重みでさがり、まるでシェルターのようで、風をさ
けて子ども達は休憩する。ふかふかの雪をどけると冬の初めに降っ
た、時間をかけてかたくなった雪の層があって、カマクラや穴を掘
るのに最適でトンネルがたくさん出来上がる。手袋がカチンコチン
に凍ってもみんなまだ遊び足りない様子。「さむいからやだぁ～いき
たくない」といっていた子もひとたびエゾマツの森に入ると、｢え～
もう帰るの」と笑顔がこたえる。
最近の子ども達は外で遊ばなくなったといわれていますが、実は

遊び方を知らないだけで、何かきっかけやちょっとヒントを与える
だけで凝り固まって心は一気にとけはじめ、遊びの天才が現れます。
自然の中で本物にたくさん触れることが大切な時なんだと感じてい
ます。大雪山の自然には本物がまだまだたくさんあります。子ども
達はもちろん大人も本物に出会うこと、本物を感じることが大切な
んだと思います。みなさんも重い腰をあげて外にでてみましょう
ね！

文　大雪山自然学校　鳥羽晃一

雪山からダイビング！！



23 ひがしかわ FEBRUARY│2

（
12
月
16
日
〜
1
月
15
日
）（
敬
称
略
）

お
誕
生

生
ま
れ
た
子
　
　
父
　
　
　
母
　
　

行
政
区

千
葉
　
薫
子
光
　
志
克
　
恵

８
　
　
　
区

お
く
や
み

亡
き
人
　
　
歳
　
　
届
出
人
　
　
　
行
政
区

岩
　
君
子
77

岩
　
　
聡
10

区

松
倉
　
良
造
91
松
倉
キ
ミ
コ
西
　
　
　
区

a
橋
キ
ヌ
コ
94
a
橋
　
新
一
14

区

門
間
　
金
作
72
門
間
　
ツ
ル
東
町
３
丁
目

晴
披
は
つ
ゑ
92
晴
披
　
智
憲
東
町
２
丁
目

岡
村
　
義
清
91
岡
村
　
義
巳
35

区

川
上
　
　
郎
91
川
上
　
隆
司
28

区

平
h

み
つ
95
平
h

清
吉
21

区

吉
成
　
一
雄
73
吉
成
ト
ミ
子
東
町
１
丁
目

ご
結
婚

山
本
　
忠
晴

牧
　
　
友
美

田
渕
　
　
浩

長
澤
　
文
子

注
目
の
食
材
シ
カ
肉

今
ま
で
農
作
物
を
荒
ら
す
こ
と

か
ら
駆
除
さ
れ
る
事
の
多
か
っ
た
、

困
り
者
の
エ
ゾ
シ
カ
達
。
そ
ん
な

エ
ゾ
シ
カ
が
食
肉
と
し
て
、
今
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど

で
も
目
に
し
た
事
が
き
っ
と
あ
る

は
ず
。
な
ん
で
も
シ
カ
肉
と
い
う

の
は
高
タ
ン
パ
ク
で
低
脂
肪
、
し

か
も
鉄
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
ア
ミ
ノ

酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
そ
う

な
の
で
、
健
康
を
気
に
し
て
ら
っ

し
ゃ
る
か
た
に
も
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
嬉
し
い
食
材
な
の
で
す
！

独
特
の
ク
セ
が
あ
る
た
め
に
敬

遠
し
て
い
た
と
い
う
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
（
実
は

私
も
そ
の
1
人
な
の
で
す
が
…
）

で
も
、
き
ち
ん
と
衛
生
的
に
処

理
さ
れ
た
シ
カ
肉
は
ク
セ
や
臭
み

も
な
く
な
っ
て
美
味
し
く
い
た
だ

け
る
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
は
も
う

食
べ
て
み
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
道
草
館
の
売
店
で
も

エ
ゾ
シ
カ
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
扱

っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
召
し
上

が
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

人のうごき

文化交流館
新刊図書・ビデオ

案内

1948年、盲目の青年レイ・チャールズは、
シアトルでミュージシャンとしての第一歩
を踏み出した。卓越した才能を持つ彼
はたちまちヒット曲を連発し、美しい妻を
手に入れる。公私共に順風満帆に見え
たレイだったが、一方では麻薬に溺れ、
妻への裏切りを繰り返す。レイを憂いさ
せる過去の記憶は…。アカデミー賞2部
門に輝く、“ソウルの神様”の人生を描
いたヒューマンドラマ。（152分）

どうぶつ友情辞典（一般書）
著：あべ弘士／刊：クレヨンハウス

おばけとしょかん（絵本）
著：デイヴィッド・メリング／訳：山口文生／刊：評論社

Ｒay　レイ（映画・DVD）
ユニバーサル・ピクチャーズ・ジャパン

シャーク・テイル（アニメ・ＤＶＤ）
角川エンタテインメント

お知らせ
貸出期間は、図書は1
人5冊まで14日間、ビデ
オは1人2本まで4日間で
す。返却期間を守りま
しょう。（夜間返却窓口
もご利用ください。）

人は昔から上手に動物達とつ
きあってきました。イヌやネコはも
ちろん、家畜も野生動物とも。そ
れは沢山の動物に関する「こと
わざ」や「慣用句」、「伝説」が“物
語っ”ています。そんな動物た
ちとの出会いを旭山動物園で
25年間飼育係だった絵本作家・

あべ弘士さんが、辞典ふうに“物語り”ました。しみ
じみと「ひと」が好きになれるどうぶつ辞典です。

ある夜、本好きの女の子ボーが魔
女の本を読んでいると、とつぜん明
かりが消え、あやしいかげがいきな
りボーの本をひっつかみ、本をにぎり
しめていたボーもろとも空中につれ
さりました。知らないまにボーが着い
たところは“おばけとしょかん”でした。
しかし本棚はからっぽ。ユーモラス

なおばけとボーがいったいどうやって“おばけとしょかん”を
本でいっぱいにするのでしょう…。

人気者だがお調子者の小さな魚オス
カーは、ひょんな事から鮫を退治したと
嘘をつき、“シャーク・キラーのオスカー”
と呼ばれ、一躍街のヒーローになる。
一方、大ボス鮫ドン・リノの息子レニー
は心優しく正直者で、鮫の世界にうん
ざりしていた。そんな二人が偶然出会い、
海の世界をも揺るがすような大作戦を
考え出す。楽しい仲間たちの愛と友
情あふれる大冒険のストーリー。（90分）

Culture Lounge

17

区

｝

23

区

｝

広報等の配布に
ご協力いただきありがとうございます。
公報の配布には各行政区役員等の皆さんの特段のご協力
をいただき、厚くお礼申し上げます。
お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配
布をお願いします。
なお、配布に当たっては次の事項にご留意ください。

（1）新しく転入された世帯や町内会に加入されていない
世帯にも、併せて配布をお願いします。
（2）毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手数
ですが企画総務課広報広聴係までご連絡ください。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

方
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

開
会
に
先

立
ち
、
16
日

に
は
球
団
よ

り
藤
井
純
一

事
業
本
部
長
、

畑
野
熊
夫
シ

１
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
、
道
の

駅
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
で
、
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
写
真
展

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
展
は
、
町
や
Ｊ
Ａ
ひ

が
し
か
わ
で
組
織
す
る
東
川
町
民
が

選
ぶ
月
間
Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞
実
行
委
員
会
と

北
海
道
新
聞
社
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
月
間
Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞
受
賞
選
手
の
サ

イ
ン
ボ
ー
ル
を
始
め
、
今
年
１
年
の

活
動
や
、
新
聞
報
道
に
使
わ
れ
た
写

真
パ
ネ
ル
等
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
道
草
館
を

訪
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
席
上
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
最
も
印
象
に
残
っ
た
選
手

と
し
て
金
村
暁
投
手
に
年
間
Ｍ
Ｉ

Ｐ
賞
（
賞
金
20
万
円
）
が
贈
ら
れ
た

ほ
か
、
17
日
に
は
旭
岳
で
藤
井
本
部

長
、
畑
野
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
優
勝
祈
願

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
躍
進
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し

ょ
う
！



人口／7,694人（前月比△3人）、男／3,690人（前月比△2人）、女／4,004人（前月比△1人）
世帯数／3,021戸（前月比2戸）、出生／1人、死亡／7人、転入／26人、転出／23人　【12月31日現在】

ふ
る
さ
と
探
訪

「
小
道
・
近
道
・
回
り
道
」

ひ
が
し
か
わ
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※住民登録の手続き上、人口増減と出生・死亡・転入・転出の増減は一致しないことがあります。
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回
り
道
…
…
「
三
角
形
の
一
辺
は
他
の

二
片
よ
り
短
い
」
こ
と
は
承
知
し
て
い
て

も
、
時
に
は
「
急
が
ば
回
れ
」
で
、
遠
回

り
に
な
る
道
を
通
る
必
要
も
あ
る
。

道
路
工
事
の
迂
回
路
や
横
断
歩
道
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
暗
い
通
り
や
危
険
な
場

所
に
は
近
寄
ら
ず
に
、
明
る
い
通
り
や
安

全
な
場
所
を
回
り
道
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悲
し
い
こ
と
に
声

を
か
け
た
り
、
連
れ
添
っ
た
り
す
る
と

「
変
な
人
」
呼
ば
わ
り
に
さ
れ
る
現
在
な

の
で
あ
る
。

小
道
・
近
道
・
回
り
道
に
も
、
登
下
校

の
通
学
路
に
は
正
真
正
銘
の
「
お
た
す
け

マ
ン
」
や
「
駆
け
込
み
ハ
ウ
ス
」
に
「
子

ど
も
一
一
〇
番
」
が
絶
対
不
可
欠
で
、
今

や
更
に
地
域
の
子
は
地
域
で
守
る
時
代
と

な
っ
た
。

小
路
・
山
道
・
田
ん
ぼ
道
の
お
お
ら
か

さ
や
の
ん
び
り
さ
が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
っ

た
通
学
路
に
、
安
心
・
安
全
・
安
泰
を
取

り
戻
す
地
域
ぐ
る
み
の
自
衛
と
は
、
さ
て

…
…
。

道
で
、
ま
た
北
の
冬
道
は
ツ
ラ
ラ
、
雪
玉
、

竹
ス
キ
ー
、
そ
し
て
小
路
・
細
道
・
裏
通

り
で
の
パ
ッ
チ
遊
び
に
興
じ
た
小
道
で
も

あ
っ
た
。
登
下
校
の
途
中
で
。

近
道
…
…
号
と
線
が
碁
盤
の
目
の
ふ
る

さ
と
東
川
の
通
学
路
を
「
斜
め
横
断
」
し

た
近
道
の
雪
道
、
雪
道
は
近
道
の
実
体
験

で
も
あ
っ
た
。

近
道
は
「
よ
そ
の
田
・
畑
・
庭
・
空
き

地
を
ち
ょ
っ
と
失
礼
」
で
、
と
に
か
く
曲

が
り
角
を
少
な
く
し
て
、
斜
め
ま
っ
す
ぐ

の
近
道
を
作
っ
て
通
っ
た
の
で
あ
る
。

排
水
溝
や
段
差
の
あ
る
場
所
に
は
雪
を

踏
み
固
め
て
蓬
や
笹
の
茎
を
立
て
た
り
、

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
な
ど
に
は
小
枝
に
赤
い

布
を
つ
け
た
り
し
て
近
道
を
歩
い
た
。
み

ん
な
が
…
…
。

堅
雪
も
終
わ
り
、
雪
解
け
が
近
づ
く

「
こ
ろ
あ
い
」
を
見
計
ら
っ
て
、「
ず
ぶ
ず

ぶ
ぬ
か
っ
て
も
う
駄
目
だ
。」
と
な
っ
て
、

い
つ
と
も
な
く
通
行
禁
止
に
な
っ
た
の
も

近
道
だ
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
吹
雪
の
夜
の
回
覧
板
で

近
道
を
し
た
帰
路
に
、
懐
中
電
灯
の
電
池

が
ア
ウ
ト
。
寒
い
・
冷
た
い
・
暗
く
て
判

ら
な
い
。
半
べ
そ
を
か
き
な
が
ら
や
っ
と

家
に
た
ど
り
着
い
た
時
、「
近
道
し
な
く

て
良
か
っ
た
。」
と
言
っ
た
変
な
「
嘘
か

ら
出
た
誠
」
が
思
い
出
さ
れ
る
。

で
も
あ
る
。

（1）
仲
よ
し
小
道
は
　
ど
こ
の
道

い
つ
も
学
校
へ
　
み
よ
ち
ゃ
ん
と

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
っ
て
元
気
よ
く

お
歌
を
う
た
っ
て
　
通
う
道

（2）
仲
よ
し
小
道
の
　
小
川
に
は

と
ん
と
ん
坂
橋
　
か
け
て
あ
る

仲
よ
く
並
ん
で
　
腰
か
け
て

お
話
し
す
る
の
よ
　
た
の
し
い
な

と
続
き
、
（4）
仲
よ
し
小
道
の
、
日
ぐ
れ
に

は
母
が
家
で
呼
ん
で
い
る
の
で
さ
よ
な
ら

ま
た
明
日
と
、
お
手
々
ふ
り
ふ
り
さ
よ
う

な
ら
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
覚
え

も
な
い
が
、「
道
草
を
食
う
腕
白
仲
間
」

が
春
夏
秋
冬
の
「
旬
の
遊
び
」
に
転
げ
回

っ
た
小
道
と
小
路
と
小
径
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、

馬
糞
け
散
ら
し
、
荒
縄
二
人
三
脚
、
フ

キ
ノ
ト
ウ
ぶ
つ
け
、
蕗
の
水
車
、
笹
舟
競

走
、
じ
ゃ
ん
け
ん
遊
び
、
カ
ン
け
り
、
輪

な
げ
、
石
け
り
、
助
け
鬼
、
ビ
ン
つ
り
、

双
六
、
か
け
っ
こ
等
々
の
正
に
道
草
の
小

ミ
チ
・
み
ち
・
道
・
路
・
途
・
径
そ
し

て
道
路
・
ロ
ー
ド
な
ど
、
様
々
な
道
を
行

き
来
す
る
生
活
の
中
で
も
、
や
は
り
懐
か

し
く
て
慕
わ
し
く
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は

通
学
路
の
思
い
出
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
道
…
…
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）

と
い
え
ば
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た

年
で
あ
る
が
、
今
や
懐
メ
ロ
の
「
誰
か
故

郷
を
思
わ
ざ
る
」
の
流
行
と
共
に
童
謡

「
仲
よ
し
小
道
」
が
三
苫
や
す
し
作
詩
・

河
村
光
陽
作
曲
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
年


